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題
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討
は
じ
め
に
'
劉
師
培
（一
八
八
四
年
-
一
九
一
九
年
）
は
、
在
日
期
（一
九
〇
七
年
二
月
-
一
九
〇
八
年
一
〇
月
乃
至
十
一
月
）
前
後
に
お
い
て
、
排
満
民
族
革
命
か
ら
無
政
府
主
義
、
更
に
変
節
・
反
革
命
へ
と
激
し
い
思
想
的
転
変
を
経
る
が
、
そ
の
伝
統
思
想
を
基
盤
と
す
る
ュ
一一
1
ク
な
無
政
府
主
義
の
受
容
と
変
節
と
の
落
差
故
に
、
か
え
っ
て
注
日
を
引
い
て
き
た
。
筆
者
は
、
最
終
的
に
は
劉
の
在
日
期
に
お
け
る
思
想
的
転
変
の
要
因
を
解
明
し
、
清
末
に
お
け
る
無
政
府
主
義
受
容
の
思
想
史
的
意
義
を
考
察
し
た
い
と
考
（l
）
え
る
が
、
と
り
あ
え
ず
そ
の
前
提
的
作
業
と
し
て
、
ま
ず
近
稿
に
お
い
て
は
、
幸
徳
ら
日
本
人
無
政
府
主
義
者
と
章
炳
麟
・
劉
師
培
・
張
継
ら
中
国
同
盟
会
内
部
の
反
孫
文
派
と
の
交
流
過
程
を
実
証
的
に
あ
と
づ
け
、
従
来
必
ず
し
も
明
瞭
で
は
な
か
っ
た
劉
ら
の
無
政
府
主
義
活
動
の
頭
末
を
明
ら
か
に
し
た
。
と
〈
に
、
彼
等
が
孫
文
の
三
民
主
義
・
武
装
蜂
起
路
線
に
対
抗
す
べ
く
、
直
接
行
動
論
に
依
拠
し
て
組
織
し
た
「社
会
主
義
講
習
会
（斉
民
社
）」も
、
ま
た
ァ
ジ
ァ
被
圧
迫
民
族
の
連
帯
、
反
帝
独
立
を
掲
げ
て
組
織
し
た
「亜
洲
和
親
会
」
も
、
直
接
的
に
は
、
赤
旗
事
件
（一
九
〇
八
年
六
月
）
を
契
機
と
し
て
成
立
し
た
桂
内
閣
の
社
会
主
義
取
締
ま
り
の
強
化
に
よ
っ
て
、
挫
折
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
次
い
で
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
表
向
き
の
無
政
府
主
義
活
動
と
は
別
に
、
そ
の
表
要
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
彼
等
の
水
面
下
で
の
動
向
、
即
ち
章
炳
麟
・
劉
師
培
に
よ
る
資
金
め
あ
て
の
清
朝
当
局
者
・
端
方
へ
の
工
作
、
同
工
作
失
敗
後
の
章
と
劉
と
の
不
和
・
軋
漢
、
所
謂
る
「民
報
社
毒
茶
事
件
」
の
発
生
、
劉
の
ス
パ
イ
活
動
の
露
見
等
々
、
醜
聞
と
策
略
に
っ
っ
ま
れ
た
反
孫
文
派
内
部
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劉
師
培
変
節
間
題
の
再
検
討
八
の
自
壊
現
象
、
っ
ま
り
収
斂
す
る
と
こ
ろ
の
劉
の
変
節
間
題
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
の
事
実
関
係
を
再
検
証
し
て
お
き
た
い
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
間
題
は
、
劉
の
在
日
期
に
お
け
る
無
政
府
主
義
思
想
の
本
質
に
関
わ
り
、
ま
た
清
末
思
想
史
に
お
け
る
無
政
府
主
義
受
容
の
評
価
に
も
決
定
的
に
関
わ
る
重
要
性
を
も
っ
た
め
、
古
く
は
馮
自
由
「記
劉
光
漢
変
節
始
末
」（「革
命
逸
史
」
第
二
集
所
収
）
を
始
め
、
多
く
の
回
想
記
に
触
れ
ら
れ
、
ま
た
多
く
の
研
究
が
取
り
上
げ
て
も
き
た
が
、
し
か
し
そ
の
実
態
、
即
ち
劉
の
変
節
の
時
期
、
要
因
、
背
景
等
々
と
な
る
と
、
最
も
基
本
的
な
事
実
関
係
を
含
め
、
甚
々
暖
味
で
、
依
然
と
し
て
謎
に
っ
っ
ま
れ
た
部
分
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
詳
し
く
は
本
文
で
述
べ
る
よ
う
に
、
劉
の
変
節
時
期
ひ
と
っ
を
と
っ
て
み
て
も
、
そ
れ
を
第
一
次
帰
国
時
（一
九
〇
七
年
冬
-
翌
八
年
春
）
と
す
る
も
の
と
、
最
終
帰
国
後
（一
九
〇
八
年
秋
）
と
す
る
も
の
と
、
二
つ
の
有
力
な
見
解
が
あ
り
、
そ
の
い
ず
れ
に
依
る
か
で
、
劉
の
在
日
期
後
半
の
活
動
に
対
す
る
評
価
も
微
:
妙
に
異
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
近
年
、
楊
天
石
は
一
連
の
研
究
（後
述
）
に
お
い
て
、
い
〈
つ
か
の
重
要
な
新
資
料
を
発
掘
し
、
劉
の
変
節
間
題
を
め
く
っ
て
も
比
較
的
詳
し
い
検
討
を
行
い
、
筆
者
も
被
益
さ
れ
る
点
が
多
か
っ
た
。
小
論
で
は
こ
う
し
た
楊
氏
の
成
果
を
ふ
ま
え
っ
っ
、
筆
者
自
身
の
検
索
し
た
日
本
側
の
関
連
資
料
の
分
析
と
従
来
資
料
の
再
検
討
を
通
じ
、
反
孫
文
派
内
部
の
自
己
崩
壊
過
程
を
実
証
的
に
よ
り
詳
細
に
あ
と
づ
け
、
劉
ら
の
水
面
下
で
の
実
相
に
可
能
な
限
り
追
つ
て
み
た
い
、
と
思
う
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
本
稿
の
課
題
に
、
近
稿
で
明
ら
か
に
し
た
劉
ら
の
表
向
き
の
無
政
府
主
義
活
動
の
顛
末
経
緯
を
重
ね
合
わ
せ
、
彼
等
の
実
践
活
動
の
実
態
を
表
要
ト
ー
タ
ル
に
お
い
て
捉
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
劉
師
培
在
日
期
の
思
想
的
転
変
の
要
因
・
動
機
・
背
景
等
を
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実
践
的
側
面
か
ら
明
ら
か
に
し
、
思
想
評
価
の
よ
り
着
実
な
基
礎
を
得
た
い
と
思
う
。
か
く
て
、
清
末
無
政
府
主
義
受
容
の
歴
史
的
意
義
を
思
想
的
側
面
か
ら
本
格
的
に
間
う
た
め
の
基
礎
的
準
備
作
業
と
し
た
い
。
．
第
一
章
割
師
培
ス
パ
イ
説
の
検
討
（a
）ス
パ
イ
説
発
生
の
経
緯
劉
師
培
は
、
一
九
〇
八
年
九
月
乃
至
十
月
の
日
本
政
府
に
よ
る
機
関
紙
「衡
報
」
発
禁
処
分
を
機
に
、
同
年
十
月
下
旬
か
ら
十
（2
）
一
月
上
旬
こ
ろ
に
帰
国
し
た
よ
う
だ
が
、
こ
の
最
終
帰
国
に
到
る
ま
で
は
、
劉
師
培
ス
パ
イ
説
が
表
だ
っ
て
唱
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
か
に
見
え
る
。
恐
ら
く
劉
ス
パ
イ
説
は
、
少
な
く
と
も
ゎ
が
国
に
お
い
て
は
、
一
九
〇
八
年
十
一
月
末
日
に
起
き
た
所
（3
）
'
謂
る
「民
封
社
毒
茶
事
件
」
を
直
接
的
契
機
に
し
て
公
然
化
し
た
、'
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
事
件
自
体
は
、
日
本
当
局
の
追
究
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
犯
人
を
特
定
で
き
ず
に
終
つ
た
が
、
当
時
の
日
本
の
新
間
各
紙
が
盛
ん
に
書
き
た
て
て
い
る
よ
う
に
、
犯
人
は
劉
の
妻
何
震
の
従
弟
で
、
清
朝
側
に
買
収
さ
れ
た
と
い
う
汪
公
権
と
目
さ
れ
た
。
こ
の
事
件
の
渦
中
で
、
事
件
背
後
の
人
物
と
し
て
劉
に
疑
惑
の
目
が
向
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
多
く
の
研
究
が
依
拠
し
て
い
る
前
掲
馮
自
由
「記
劉
光
漢
変
節
始
末
」
等
々
に
よ
れ
ば
、
一
九
〇
九
年
夏
、
江
浙
両
省
の
同
志
の
蜂
起
計
画
を
、
劉
師
培
が
両
江
総
督
端
方
に
密
告
し
、
同
計
画
は
失
敗
、
張
恭
が
逮
捕
さ
れ
た
、
と
い
う
。
っ
ま
り
こ
の
事
件
で
劉
の
ス
パ
イ
活
動
が
露
見
し
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
右
の
馮
自
由
の
記
述
に
は
、・
事
実
誤
認
な
い
し
混
乱
が
あ
_ A _
一割
師
培
変
節
問
題
の
再
検
討
八
五
（4
）
（5
）
・
る
。
と
い
う
の
は
、
呂
月
屏
の
回
想
や
呉
稚
一一一一・の
記
述
か
ら
す
る
と
、
張
恭
は
、
一
九
〇
八
年
十
一
月
の
西
太
后
、
光
緒
帝
の
死
去
に
乗
じ
た
所
調
る
「安
慶
起
義
」
（1
月
19
日
起
義
、
翌
20
日
失
敗
）前
後
に
逮
捕
さ
れ
た
も
の
ら
し
く
、
「申
報
」の
記
事
（1
（6
）
9
0
8
年
12
月
18
日
）
も
基
本
的
に
そ
れ
を
要
付
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
パ
リ
在
住
の
ア
ナ
キ
ス
ト
で
、
盟
友
関
係
に
あ
っ
た
呉
稚
暉
は
、
一
九
〇
八
年
々
末
か
ら
の
こ
う
し
た
劉
ス
パ
イ
説
に
対
し
、
な
ぉ
使
重
な
態
度
を
崩
さ
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
一
九
〇
九
年
一一一に
至
り
、
当
時
の
新
間
報
道
に
よ
り
、
端
方
の
直
:
認
総
督
転
任
に
際
し
、
劉
師
培
が
「端
方
之
幕
中
」
に
入
り
、
北
洋
へ
随
行
し
た
こ
と
を
確
認
、
こ
の
時
点
で
劉
の
変
節
を
い
わ
ば
公
的
に
認
め
た
（劉
氏
之
跳
漕
已
明
明
白
白
）。
、
即
ち
、
劉
の
中
国
で
の
ス
パ
イ
活
動
は
、
従
来
の
説
よ
り
早
ま
り
、
一
九
〇
八
年
々
末
ご
ろ
に
露
見
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
時
期
的
に
帰
国
直
後
の
日
本
で
の
民
報
社
毒
茶
事
件
（11
月
30
日
）と
ほ
ぼ
重
な
り
っ
っ
、
劉
ス
パ
イ
説
が
公
然
化
し
始
め
た
と
、
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
翌
一
九
〇
九
年
七
月
に
至
り
、
端
方
の
幕
客
と
な
る
こ
と
で
、
劉
の
変
節
は
天
下
に
晒
さ
れ
た
恰
好
と
な
る
。
（b
）変
節
説
の
由
来
こ
こ
で
は
、
右
に
検
討
し
た
劉
師
培
ス
パ
イ
説
の
更
な
る
淵
源
・
由
来
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
。
こ
の
間
題
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
の
が
章
炳
麟
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
章
は
か
ね
て
印
度
行
き
の
宿
志
を
抱
き
、
一
九
〇
七
年
冬
か
ら
翌
春
に
か
け
、
劉
師
培
・
何
震
夫
婦
に
依
頼
し
て
、
資
金
援
助
を
両
江
総
督
端
方
に
申
し
出
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
仲
介
役
が
、
或
い
は
劉
・
何
- 5 -
夫
婦
の
対
端
方
工
作
の
嚆
矢
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
の
間
の
事
情
は
、
後
述
す
る
よ
う
な
経
緯
を
伴
い
な
が
ら
も
、
基
本
的
に
は
伏
せ
ら
れ
続
け
て
い
た
が
、
一
九
一
〇
年
に
至
り
、
同
盟
会
内
部
の
決
定
的
な
分
裂
を
背
景
に
、
暴
露
さ
れ
た
。
即
ち
民
報
経
費
問
題
、
陶
成
章
の
東
南
ア
ジ
ァ
に
お
け
る
資
金
募
集
問
題
を
巡
つ
て
、
孫
文
と
の
確
執
を
更
に
深
め
た
章
炳
麟
は
、
光
復
会
の
再
建
を
画
策
し
（1
9
1
0
年
2
月
、
同
会
総
部
成
立
）、
結
局
同
盟
会
は
組
織
的
に
分
裂
す
る
が
、
こ
の
過
程
で
孫
文
へ
の
あ
か
ら
さ
（7
）
（8
）
ま
な
人
身
攻
撃
が
行
わ
れ
、
一
九
〇
九
年
秋
、
陶
成
章
が
「孫
文
罪
状
」
を
、
章
炳
購
が
「偽
民
報
検
挙
状
」
を
公
表
し
た
。
こ
れ
に
対
し
孫
文
は
、
呉
稚
暉
と
図
り
、
パ
リ
在
住
中
国
人
ア
ナ
キ
ス
ト
の
機
関
誌
「新
世
紀
」
を
通
じ
反
撃
に
出
た
。
即
ち
「新
世
紀
」第
一
一
七
号
（l
9
1
0
年
1
月
22
日
）
所
収
、
「党
人
」
に
お
い
て
、
一
九
〇
七
年
冬
か
ら
翌
八
年
春
に
か
け
、
章
一m
麟
'一が
劉
師
培
・
何
震
に
あ
て
た
、
対
端
方
工
作
依
頼
に
関
わ
る
五
通
の
書
簡
（何
震
の
注
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
）を
公
表
し
、
更
に
こ
れ
と
前
後
し
て
、
劉
が
一
九
〇
八
年
秋
の
帰
国
直
後
に
、
黄
興
ら
に
あ
て
た
、
章
の
対
端
方
工
作
の
内
幕
を
暴
露
し
た
書
簡
（9
）
を
も
発
表
し
た
。
実
は
、
こ
の
「章
炳
一願
与
劉
光
漢
及
何
震
書
五
封
」は
、
本
来
写
真
に
撮
ら
れ
、
「劉
師
培
致
黄
興
書
」に
添
え
ら
れ
て
、
一
九
〇
八
年
十
月
か
ら
十
一
月
の
劉
の
最
終
帰
国
後
に
、一
括
し
て
黄
興
ら
に
送
附
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。し
か
し
、黄
興
ら
は
、一
（l0
）
笑
に
付
し
て
と
り
あ
ゎ
な
か
っ
た
と
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
同
盟
会
の
分
裂
が
決
定
的
と
な
る
一
九
一
〇
年
ま
で
の
二
年
間
、
こ
の
両
種
書
翰
は
、
日
の
日
を
見
ず
、
黙
殺
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
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劉
師
培
変
節
間
題
の
再
検
討
八
七
（c
）「章
期
-f
与
劉
師
培
及
何
理
書
五
封
」
及
び
「
望増
致
黄
興
書
」
ま
ず
一
九
〇
七
年
末
か
ら
翌
春
に
か
け
て
の
も
の
と
思
わ
れ
る
章
の
劉
・
何
夫
婦
あ
て
五
書
輸
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
全
て
断
片
的
、
簡
略
で
あ
り
、
各
書
輸
に
付
せ
ら
れ
た
何
震
の
注
を
通
じ
、
背
景
及
び
そ
の
意
味
を
、
概
略
了
解
し
え
る
程
度
の
も
の
で
（1l
）
あ
る
。
そ
の
主
た
る
内
容
を
要
約
す
れ
ば
、
章
炳
藤
は
、
一
九
〇
七
年
冬
か
ら
翌
春
に
か
け
、
一
時
帰
国
し
た
劉
・
何
夫
婦
に
依
頼
し
、
は
じ
め
は
張
之
洞
に
、
次
い
で
端
方
に
運
動
し
、
革
命
活
動
か
ら
の
撤
退
を
条
件
に
、
資
金
援
助
を
受
け
印
度
に
赴
い
て
僧
に
な
ろ
う
と
し
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
次
に
劉
の
黄
興
ら
あ
て
書
簡
は
、
劉
自
ら
が
、
章
の
対
張
之
洞
・
端
方
工
作
の
経
緯
、
劉
の
関
与
の
し
か
た
を
、
比
較
的
詳
し
く
暴
露
し
た
も
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
、劉
自
身
は
、こ
の
黄
興
ら
に
あ
て
た
書
輸
の
信
般
性
を
襲
付
け
る
証
拠
と
し
て
、章
の
劉
・
何
夫
婦
あ
て
五
書
翰
の
写
真
を
添
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。-
総
じ
て
、劉
・
何
夫
婦
の
意
図
が
、
章
ス
パ
イ
説
の
立
証
に
よ
る
、
章
の
権
威
失
墜
に
あ
る
こ
と
は
、
明
白
で
あ
る
。
次
に
こ
の
両
種
書
翰
に
決
定
的
に
関
わ
る
日
本
側
の
資
料
、
即
ち
朝
日
新
聞
の
記
事
を
紹
介
し
、
こ
の
両
種
書
翰
の
内
包
す
る
問
題
を
改
め
て
考
え
て
み
た
い
。
ld
）朝
日
新
間
記
事
、
「毒
英
事
件
の
真
相
」
（明
治
41
年
（1
9
0
8
年
）
12
月
17
日
、
18
日
）
以
下
に
、
朝
日
記
事
「毒
茶
事
件
の
真
相
」
の
う
ち
、
前
掲
両
種
書
翰
と
関
連
す
る
部
分
を
、
長
文
に
な
る
が
抜
粋
す
る
。
こ
の
記
事
は
、
当
事
者
の
周
辺
に
い
た
「日
本
社
会
党
員
の
某
氏
」
の
談
話
と
さ
れ
、
中
国
革
命
同
盟
会
内
部
の
排
満
民
族
主
義
者
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と
無
政
府
主
義
者
と
の
対
立
を
、
両
派
の
抗
争
経
緯
の
分
析
を
通
じ
、
適
確
に
浮
彫
り
に
し
て
い
る
点
で
傑
出
し
て
お
り
、
事
件
後
、
日
本
の
新
聞
が
興
味
本
位
に
書
き
た
て
た
許
多
の
記
事
と
は
、
質
的
に
明
ら
か
に
一
線
を
画
す
。
さ
て
、
そ
の
関
連
部
分
に
一一・6-
、
'
▲
章
炳
麟
の
売
込
連
動
去
年
春
張
継
等
が
排
満
主
義
に
満
足
せ
ず
し
て
党
内
動
揺
せ
し
頃
に
も
民
報
主
筆
た
る
章
炳
購
は
張
・
劉
と
の
交
際
浅
か
ら
ず
、
其
後
小
石
川
・
飯
田
町
に
転
じ
て
後
も
章
は
劉
等
と
同
居
し
て
民
報
へ
は
劉
の
寓
よ
り
通
動
し
居
た
り
し
が
、種
々
革
命
に
関
す
る
意
見
の
相
違
よ
り
次
第
に
感
情
齟
齬
し
行
き
本
年
に
至
り
て
全
く
相
別
一る
．、一
に
至
れ
り
、然
る
に
彼
等
の
分
裂
の
近
因
と
し
て
章
の
名
一管
の
為
め
に
は
尤
も
哀
し
む
べ
き
流
説
あ
り
た
り
、
其
は
章
が
支
那
政
府
に
対
し
て
一
種
の
売
込
運
動
を
為
せ
り
と
の
事
な
り
、
予
は
章
の
如
き
志
士
学
者
が
斯
る
こ
と
あ
る
べ
し
と
は
信
ぜ
ざ
れ
ど
も
当
時
之
に
関
係
せ
し
同
志
よ
り
親
し
く
聞
知
せ
し
所
に
て
其
を
打
消
す
だ
け
の
反
證
な
き
を
残
念
に
思
ふ
な
り
、
去
年
四
五
月
頃
章
も
亦
孫
逸
仙
、
黄
興
等
の
政
策
行
為
に
対
し
て
不
平
を
抱
き
彼
等
を
排
せ
ん
と
し
て
成
ら
ず
遂
に
印
度
に
行
き
て
僧
と
な
ら
ん
と
決
心
し
た
る
こ
と
あ
り
（彼
は
仏
教
に
精
通
せ
る
学
者
な
り
）
（未
完
）
〔
以
上
、
十
七
日
記
事
〕
- 8 -
▲
章
炳
麟
と
端
方
当
時
何
震
女
史
の
親
戚
に
て
長
崎
領
事
を
動
む
る
某
は
張
之
洞
の
女
婚
な
る
よ
り
何
震
を
し
て
彼
れ
に
運
動
せ
し
め
彼
れ
ょ
り
張
之
洞
に
請
う
て
二
万
円
を
支
出
せ
し
め
ん
こ
と
を
謀
り
た
り
、
事
果
し
て
成
就
せ
ば
章
は
直
に
印
度
に
行
て
僧
と
な
り
以
後
一
切
革
命
の
こ
と
を
筆
に
せ
ず
と
の
条
件
に
て
何
は
所
用
あ
り
て
帰
国
の
途
次
之
を
図
ら
ん
と
諾
し
た
り
、
然
る
に
何
が
長
崎
に
至
り
し
時
は
某
は
既
に
帰
国
の
途
に
就
き
何
上
海
に
着
し
見
れ
ば
某
は
更
に
北
京
に
上
京
の
後
な
り
き
、
左
れ
ど
何
は
名
門
の
出
に
て
多
く
の
貴
紳
に
一費
緑
を
有
す
る
よ
り
章
は
更
に
南
京
総
督
端
方
に
向
つ
て
運
動
せ
ん
こ
と
を
託
せ
し
に
、
端
方
は
之
を
承
諾
せ
し
か
ど
も
女
子
を
対
手
に
て
は
不
可
な
れ
ば
男
子
来
り
て
直
接
に
談
判
す
ぺ
し
且
つ
二
万
円
は
一
時
に
支
出
し
難
し
先
づ
五
千
円
を
交
付
し
残
余
は
新
嘉
坡
領
事
の
手
に
保
管
し
年
賦
に
し
て
渡
す
べ
し
と
の
返
事
な
り
し
よ
り
、
章
は
更
に
何
の
夫
な
る
劉
に
至
つ
て
談
判
し
て
く
れ
と
頼
み
し
も
劉
は
之
を
肯
ぜ
ず
（劉
若
し
南
京
に
行
か
ば
直
に
死
刑
に
処
せ
ら
る
べ
し
）、
加
ふ
る
に
年
賦
支
払
ひ
の
こ
と
面
白
か
ら
ね
ば
と
て
計
画
全
く
失
敗
せ
り
'
▲
章
の
奸
手
段
然
る
に
章
は
此
談
判
の
失
敗
が
全
く
劉
と
何
と
が
十
分
に
章
の
為
め
に
尽
力
せ
ざ
り
し
為
め
な
り
と
疑
ひ
或
は
端
方
よ
り
既
に
多
少
の
金
額
を
受
領
し
て
着
腹
せ
し
に
は
あ
ら
ず
や
と
邪
推
し
て
劉
夫
妻
と
衝
突
し
分
離
す
る
に
至
れ
り
、
章
と
劉
夫
妻
と
の
衝
突
は
延
い
て
又
劉
の
親
戚
な
る
汪
と
の
衝
突
と
な
り
章
は
神
戸
な
る
日
華
新
報
に
汪
の
私
行
に
関
す
る
人
身
攻
準
の
投
書
を
為
せ
し
と
あ
り
て
両
者
の
疾
視
は
甚
し
か
り
し
と
い
ふ
、
是
等
の
こ
と
事
実
な
り
と
せ
ば
今
回
毒
茶
事
件
に
関
し
て
汪
が
下
手
人
と
し
て
告
訴
さ
れ
且
政
府
の
探
償
て
ふ
悪
名
を
着
せ
ら
れ
し
因
由
を
想
像
す
る
に
足
る
ぺ
し
〔
以
上
、
十
八
日
記
事
〕
と
あ
る
。
．
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劃
師
培
変
節
問
題
の
再
検
討
八
九
こ
の
記
事
全
体
の
主
旨
は
、
も
と
よ
り
当
時
盛
ん
に
喧
伝
さ
れ
た
汪
公
権
狂
人
説
、
及
び
汪
公
権
・
劉
師
培
ら
の
清
朝
ス
パ
イ
説
を
否
定
す
る
こ
と
に
あ
る
が
、
こ
の
過
程
で
、
宋
教
仁
・
黄
興
よ
り
よ
り
激
し
く
章
炳
麟
が
批
判
の
矢
面
に
立
た
さ
れ
、
特
に
引
用
し
た
「章
炳
麟
と
端
方
」
「章
の
奸
手
段
」に
お
い
て
、
前
引
「章
炳
麟
与
劉
師
培
及
何
震
書
五
封
」と
「劉
師
培
致
黄
興
書
」
と
ほ
ぼ
同
様
の
論
点
か
ら
、
章
ス
パ
イ
説
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
注
日
に
値
す
る
。
前
引
両
種
書
翰
と
内
容
的
に
酷
似
し
、
ま
た
社
会
的
影
響
と
い
う
点
で
も
大
差
な
い
と
思
わ
れ
る
資
料
が
、
前
引
書
翰
の
公
開
を
遡
る
ほ
ぼ
二
年
前
、
毒
茶
事
件
直
後
の
混
乱
し
た
状
況
下
で
、
日
本
の
新
聞
を
通
じ
、
満
天
下
に
公
開
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
と
す
る
な
ら
、
前
引
両
種
書
翰
と
こ
の
新
聞
記
事
と
の
関
係
を
、
改
め
て
考
察
す
る
必
要
が
生
じ
て
く
る
。
事
実
関
係
を
捨
象
し
、
両
者
の
関
係
を
論
理
的
に
考
察
す
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
な
仮
説
が
成
立
す
る
。
前
引
両
種
書
翰
が
、
③
=
11
月
30
日
の
毒
茶
事
件
以
前
に
送
付
さ
れ
た
場
合
、
⑥
=
同
事
件
以
後
、
12
月
17
・
18
日
の
朝
日
記
事
以
前
に
送
付
さ
れ
た
場
合
、
@
=
朝
日
記
事
以
後
に
送
付
さ
れ
た
場
合
。
③
の
場
合
。
劉
の
主
意
は
、
章
炳
一期
攻
撃
に
あ
る
。
（0
の
場
合
。
劉
の
主
意
は
、
章
攻
一
照
，
を
通
し
て
、
白
己
の
ス
パ
イ
説
を
否
定
す
る
こ
と
、っ
ま
り
自
己
弁
護
に
あ
る
。
そ
し
て
、
⑧
⑥
い
ず
れ
の
場
合
に
せ
よ
、
朝
日
記
事
は
、
黄
興
ら
の
黙
殺
に
対
す
る
対
抗
措
置
と
し
て
、
実
質
的
に
書
翰
内
容
を
意
図
的
に
漏
ら
し
た
に
等
し
い
。
そ
の
主
旨
は
、
自
己
弁
護
に
あ
る
。
ｩ
の
場
合
。
劉
の
黄
興
あ
て
書
翰
は
、
朝
日
記
事
の
″
追
認
“
に
あ
た
り
、
章
の
劉
・
何
あ
て
書
翰
の
写
真
は
、
そ
の
追
認
を
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〇
証
明
す
る
″証
拠
"
の
提
出
に
も
等
し
く
、
主
意
は
も
と
よ
り
自
己
弁
護
に
あ
る
。
以
上
は
、
仮
説
に
過
ぎ
9
が
、
前
引
両
種
書
翰
は
恐
ら
く
一
九
〇
八
年
中
に
送
付
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
為
、
@
の
可
能
性
は
比
較
的
少
な
い
だ
ろ
う
。
黄
興
ら
は
、
実
は
、
朝
日
の
記
事
を
も
黙
殺
し
た
と
い
え
る
。
何
故
な
ら
、
黄
興
が
劉
よ
り
送
付
さ
れ
た
前
引
両
種
書
輸
を
黙
殺
す
る
限
り
、
朝
日
記
事
は
、
対
立
関
係
に
あ
る
劉
・
何
ら
の
シ
ン
パ
ナ
イ
ザ
ー
た
る
日
本
社
会
党
員
の
口
か
ら
出
た
根
拠
な
き
噂
と
し
て
、
事
件
後
日
本
各
紙
の
紙
面
を
賑
わ
せ
た
多
ｫ
の
興
味
半
分
の
記
事
の
中
に
、
埋
没
し
去
る
こ
と
を
知
つ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
二
年
を
経
て
、
章
炳
麟
と
孫
文
と
の
亀
裂
が
決
定
的
と
な
り
、
人
身
攻
撃
・
泥
試
合
の
段
階
に
至
つ
て
、
前
引
（l2
）
両
種
書
翰
は
、
反
章
キ
ャ
ン
べ
I
ン
の
切
り
札
1
鉄
証
1
と
し
て
、
最
も
タ
イ
ム
リ
ー
に
活
用
さ
れ
、
か
く
て
朝
日
記
事
も
ょ
う
や
く
追
認
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
・
．
- n -
第
二
章
劉
師
培
・一一一一一m藤
不
和
説
の
検
討
こ
こ
で
目
を
転
じ
、
従
来
多
く
の
回
想
、
研
究
が
言
及
す
る
劉
・
章
の
不
和
間
題
を
改
め
て
取
上
げ
て
み
た
い
。
諸
種
の
回
想
等
に
よ
れ
ば
、
お
よ
そ
一
九
〇
八
年
春
頃
に
、
両
者
の
間
に
角
逐
が
生
じ
、
そ
の
結
果
、
章
は
劉
一
家
と
の
同
居
を
や
め
、
民
報
（13
）
社
に
も
ど
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
原
因
は
、
い
く
っ
か
指
摘
さ
れ
る
が
、
や
は
り
時
期
的
に
み
て
、
前
引
朝
日
記
事
に
も
言
う
よ
う
に
、
対
端
方
工
作
の
不
調
が
大
き
な
部
分
を
占
め
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
無
政
府
主
義
を
巡
つ
て
の
思
想
上
の
対
立
が
あ
り
、
更
劉
師
培
変
節
間
題
の
再
検
討
九
に
章
が
劉
の
妻
何
震
と
そ
の
従
弟
汪
公
権
と
の
関
係
を
知
り
、
そ
れ
を
劉
に
告
げ
た
こ
と
が
、
章
と
劉
及
び
そ
の
家
族
の
間
に
大
（14
）
l-
き
な
波
紋
を
投
じ
た
と
す
る
回
想
も
あ
る
。
こ
う
し
た
不
愉
快
な
要
因
も
か
ら
ん
で
、
鐵
と
章
と
の
不
和
が
顕
わ
に
な
っ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
前
引
朝
日
記
事
「章
の
奸
手
段
」
の
中
に
「章
と
劉
夫
妻
と
の
衝
突
は
延
い
て
又
劉
の
親
戚
な
る
汪
と
の
衝
突
と
な
り
、
章
は
神
戸
な
る
日
華
新
報
に
汪
の
私
行
に
関
す
る
人
身
攻
撃
の
投
書
を
為
せ
し
と
あ
り
て
両
者
の
疾
視
は
甚
し
か
り
（15
）
し
と
い
う
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
こ
と
に
注
日
し
た
い
。
更
に
、
こ
の
間
題
に
関
連
し
て
、
次
に
掲
げ
る
外
務
省
保
管
記
録
「民
（16
）
報
関
係
雑
纂
」所
収
、
「清
国
人
ノ
談
話
」（乙
秘
一一一開一
五
'
六
一
号
、
明
治
41
年
（l
9
0
8
年
）12
月
16
日
）が
参
考
と
な
る
。
即
ち
、一
、
日
華
新
聞
ハ
週
刊
一
シ
テ
神
戸
一
於
テ
発
行
ス
現
一一
民
報
と
脉
絡
ヲ
通
シ
民
報
社
維
持
費
ノ
不
足
ハ
日
華
新
聞
力
在
留
清
国
人
ヲ
脅
迫
シ
テ
獲
得
シ
タ
ル
金
員
ヲ
以
テ
補
足
シ
ー一，，・
、一ア
リ
ー
-
一
、
民
報
社
員
等
ハ
本
年
七
月
ノ
交
社
会
主
義
者
劉
光
漢
:
対
シ
同
居
人
汪
公
権
（毒
薬
事
件
ノ
被
疑
者
）
ト
劉
ノ
妻
何
震
ト
表
通
シ
タ
リ
ト
某
新
聞
一一
掲
載
セ
ル
コ
ト
ァ
リ
、
之
レ
ガ
為
メ
劉
、
汪
、
何
ノ
三
名
ハ
民
報
社
一一
至
リ
章
炳
麟
及
社
員
一一
詰
問
ノ
末
争
論
ヲ
始
メ
何
ト
章
ト
ハ
互
一一
腕
力
ヲ
振
ヒ
負
傷
シ
汪
公
権
ハ
之
レ
ニ
原
因
シ
テ
革
命
党
ヲ
脱
セ
リ
ー
-
（17
）
と
あ
る
。
ま
た
、
竹
内
善
期
の
回
想
に
も
「こ
の
汪
公
権
は
四
十
一
年
（1
9
0
。o
．一一
筆
者
注
）
の
夏
ご
ろ
か
ら
章
炳
麟
と
気
ま
ず
く
な
っ
て
お
っ
た
。」
と
あ
り
、
前
引
外
務
省
資
料
を
傍
証
し
て
い
る
。
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劉
師
塔
変
節
間
題
の
再
検
討
九
こ
れ
ら
資
料
を
総
合
す
る
と
、
外
務
省
資
料
の
い
う
「日
華
新
聞
」及
び
「某
紙
」と
は
、
朝
日
記
事
の
い
う
「日
華
新
報
」に
相
当
し
、
ま
た
朝
日
記
事
の
い
う
「人
身
攻
撃
の
投
書
」
と
は
、
外
務
省
資
料
の
い
う
「-
同
居
人
汪
公
権
ト
劉
ノ
妻
何
震
ト
姦
通
シ
タ
リ
ー
:
・
」に
当
た
る
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
一
九
〇
八
年
夏
ご
ろ
、
章
炳
麟
は
、
「日
華
新
報
」に
汪
と
何
震
と
の
関
係
（18
）
を
一
器
く
ょ
う
な
文
章
を
、
掲
載
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
時
期
に
関
し
、
外
務
省
資
料
に
「七
月
之
交
」
と
い
う
の
は
、
い
さ
さ
か
疑
間
が
残
る
。
と
い
う
の
は
、
同
じ
外
務
省
保
管
記
録
「各
国
内
政
関
係
雑
藥
、
支
那
ノ
部
、
革
命
党
関
係
、
亡
命
者
一7
含
ム
」所
収
、
「劉
光
漢
ノ
行
動
一一就
テ
」（乙
秘
第
七
〇
一
号
、
明
治
41
年
9
月
9
日
）
に
「本
人
ノ
妻
何
麗
ハ
前
報
ノ
如
ク
去
ル
六
月
中
密
ヵ
ニ
本
国
一一
赴
キ
去
ル
三
日
帰
京
セ
シ
ガ
:
-
・
」
と
見
え
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
何
震
は
一
九
〇
八
年
六
月
中
か
ら
九
月
三
日
ま
で
、
再
度
一
時
帰
国
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
記
述
も
必
ず
し
も
全
面
的
に
は
信
額
で
き
ま
い
が
、
少
な
く
と
も
何
震
が
同
年
八
月
前
後
に
一
時
帰
国
し
て
い
た
こ
（
l9
）
と
は
、
他
資
料
に
照
ら
し
確
実
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
「日
華
新
報
」記
事
の
発
表
が
、
何
震
の
一
時
帰
国
の
前
後
い
ず
れ
か
で
あ
れ
ば
、
前
引
資
料
に
い
う
「腕
力
ヲ
振
ヒ
ー
-
」と
い
う
事
態
も
起
り
得
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
仮
り
に
帰
国
中
の
発
表
と
す
れ
ば
、
そ
の
再
来
日
を
待
つ
て
、
章
に
抗
議
し
た
こ
と
に
も
な
ろ
う
か
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
重
要
な
こ
と
は
、
章
が
日
準
し
た
と
称
す
る
不
愉
快
な
，噂
“
が
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
に
満
天
下
に
公
表
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
前
引
資
料
は
、
い
ず
れ
も
劉
・
何
夫
婦
、
汪
公
権
ら
に
と
っ
て
、
こ
の
新
聞
報
道
が
も
た
ら
し
た
衝
準
が
い
か
に
深
か
っ
た
か
を
、
直
接
間
接
に
物
語
つ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
結
果
は
、
先
の
対
端
方
工
作
不
調
に
由
り
、
既
に
不
和
と
な
っ
て
い
た
章
と
劉
と
の
関
係
に
、
更
に
重
要
な
亀
裂
を
生
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四
じ
さ
せ
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
汪
公
権
も
こ
れ
を
機
に
革
命
党
を
脱
退
し
た
と
も
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
章
炳
麟
に
よ
る
醜
聞
の
暴
露
は
、
劉
師
培
、
特
に
汪
公
権
の
変
節
の
要
因
を
考
え
る
上
で
無
視
し
得
ぬ
も
の
が
あ
り
、
変
節
を
促
し
た
重
要
な
動
機
と
し
て
充
分
に
注
日
し
て
お
く
ぺ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
右
に
示
し
た
推
測
に
も
一
石
を
投
ず
る
日
本
側
の
証
言
、
即
ち
ァ
ナ
キ
ス
ト
坂
本
清
馬
の
回
想
を
、
敢
て
紹
介
し
て
お
く
。
-
:
・
当
時
、
私
は
熊
本
で
半
月
刊
社
会
主
義
新
聞
「熊
本
評
論
」
の
編
集
を
や
っ
て
い
た
が
、
東
京
の
同
志
が
文
字
通
り
一
紹
打
尽
に
投
獄
さ
れ
た
の
で
、
差
入
な
ど
の
要
件
で
、
守
田
有
秋
同
志
を
援
助
す
る
た
め
に
、
七
月
の
中
旬
急
達
東
京
に
帰
つ
て
来
た
。そ
し
て
八
月
十
八
日
、「赤
旗
事
件
」の
裁
判
の
判
決
の
言
渡
の
日
ま
で
約
一
力
月
、
麹
町
区
飯
田
町
六
丁
目
の
劉
光
漢
・
何
震
夫
妻
の
偶
居
に
食
客
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
時
、
章
炳
麟
先
生
も
劉
居
の
偶
君
に
同
居
さ
れ
て
い
た
の
で
、
先
生
と
毎
日
同
じ
食
卓
で
食
事
を
共
に
し
、
た
ま
に
は
馬
宗
豫
君
の
通
訳
で
話
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
一
九
〇
八
年
七
、
八
月
の
（20
）
頃
の
事
で
あ
る
。
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ま
た
私
は
、
四
十
一
年
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
約
一
力
月
間
、
劉
光
漢
の
寓
居
に
寄
食
し
、
章
炳
麟
先
生
と
飲
食
起
居
を
共
に
し
、
汪
公
権
君
、
宋
鎮
東
君
、
某
君
な
ど
に
あ
い
、
馬
宗
豫
君
は
一一
ス
べ
ラ
ン
ト
学
習
の
た
め
に
毎
日
出
席
し
た
の
で
あ
っ
（21
）
た
が
、
蘇
一曼
殊
、
汪
兆
銘
の
両
人
に
会
つ
た
記
憶
が
な
い
。
-
・
青
春
只
中
の
最
も
忘
じ
難
き
赤
旗
事
件
に
っ
い
て
の
記
憶
で
あ
る
。
坂
本
清
馬
は
、
一
九
〇
八
年
七
月
六
目
九
州
を
発
ち
、
八
（22
）
（23
）
日
に
は
東
京
に
到
着
、
或
い
は
暫
ら
く
の
間
、
守
田
有
秋
宅
に
身
を
寄
せ
て
い
た
か
も
知
れ
9
が
、
そ
の
後
、
恐
ら
く
は
ほ
ぼ
確
（加
）
（25
）
実
に
劉
師
培
宅
に
寄
宿
し
て
い
た
。
ま
た
蘇
一曼
殊
に
会
つ
た
記
憶
が
な
い
と
い
う
の
も
或
い
は
正
し
い
。
と
す
る
と
、
こ
の
回
想
は
、
細
部
は
と
も
か
く
全
体
的
に
は
か
な
り
信
般
性
が
高
い
と
い
え
る
。
な
ら
ば
、
繰
り
返
し
て
強
調
し
て
い
る
、
章
炳
麟
と
夏
一
月
同
居
し
た
と
い
う
回
想
も
、
あ
な
が
ち
否
定
で
き
ま
い
。
と
な
る
と
、
先
に
検
討
し
た
「日
華
新
報
」記
事
の
発
表
時
期
と
更
に
何
震
の
帰
国
日
的
の
解
明
が
、
一
層
の
重
要
性
を
帯
び
て
く
る
。
遺
憾
な
が
ら
、
「日
華
新
報
」掲
載
日
時
は
、
今
の
と
こ
ろ
特
定
で
き
ぬ
わ
け
だ
が
、
何
震
の
帰
国
目
的
に
関
し
て
は
、
外
務
省
資
料
に
「資
本
:
欠
亡
ヲ
告
ヶ
、
過
般
金
策
ノ
為
帰
国
シ
タ
（26
）
ル
モ
其
ノ
意
ヲ
得
ス
、
去
月
上
旬
再
ヒ
渡
来
セ
シ
カ
資
金
ナ
キ
為
天
義
，発
行
モ
目
下
中
止
ノ
姿
ト
為
リ
居
レ
リ
ー
-
」と
あ
り
、
そ
れ
が
劉
師
培
の
雑
誌
発
行
に
関
わ
る
金
策
を
主
目
的
に
し
て
い
た
か
に
見
え
、
ま
た
他
の
資
料
に
よ
っ
て
も
、
そ
の
金
策
が
必
（27
）
ず
し
も
成
功
し
な
か
っ
た
如
く
に
見
え
る
。
こ
こ
で
、
次
に
掲
げ
る
汪
東
「同
盟
会
和
（民
報
）片
断
回
憶
」（『
辛
亥
革
命
回
憶
録
』
第
6
冊
所
収
）
の
「四
汪
公
権
的
罪
悪
」を
参
照
さ
れ
た
い
。
'
一
九
〇
八
年
、
同
盟
会
内
部
曽
発
生
過
向
南
北
洋
告
密
的
事
。
-
我
暑
假
回
国
、
正
値
端
方
大
捕
党
人
。
陳
陶
遺
比
我
後
一
班
船
、
剛
到
上
海
、
就
被
捉
去
了
。
-
而
同
年
秋
天
、
民
報
社
発
生
了
毒
茶
案
、
又
是
汪
公
権
的
主
謀
。:
:
:
這
時
上
海
有
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六
些
同
志
已
経
弄
明
白
了
端
方
大
捕
党
人
是
由
于
告
密
、
而
告
密
這
件
事
、
是
汪
公
権
、
何
震
挾
持
劉
申
叔
、
用
劉
的
名
義
做
的
。
汪
東
回
想
の
右
引
用
部
分
は
、
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
ょ
う
だ
が
、
焦
点
と
な
る
一
九
〇
八
年
夏
上
海
の
端
方
に
よ
る
（28
）
陳
陶
遺
逮
捕
事
件
は
、
「申
報
」記
事
に
よ
っ
て
事
実
と
し
て
確
認
で
き
る
。
．
と
す
る
と
、
何
震
は
、
今
次
の
帰
国
に
お
い
て
も
金
策
を
目
あ
て
に
、
再
度
端
方
と
何
ら
か
の
形
で
接
触
を
持
ち
、
更
に
そ
の
取
引
き
と
し
て
端
方
に
密
告
を
行
つ
た
可
能
性
が
で
て
く
る
。
章
炳
麟
も
或
い
は
「金
策
」
の
一
点
で
、
劉
、
何
夫
婦
と
再
度
危
（29
）
い
接
点
を
持
ち
え
た
、
と
も
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
金
策
の
目
的
が
達
せ
ら
れ
た
か
否
か
は
、
前
引
外
務
省
資
料
に
よ
る
限
り
、
疑
問
と
な
る
が
、
汪
東
の
回
想
は
、
汪
公
権
・
何
震
の
主
導
で
端
方
へ
の
密
告
が
あ
り
、
既
に
一
部
で
は
こ
の
事
が
感
知
さ
れ
て
い
た
旨
、
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
密
告
事
件
を
事
実
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
第
一
次
帰
国
時
に
お
け
る
対
端
方
工
作
と
最
終
帰
国
後
の
ス
パ
イ
活
動
の
E
路
見
と
の
中
間
に
位
置
し
、
結
節
点
と
し
て
の
意
味
を
持
つ
こ
と
と
な
る
が
、
汪
公
権
・
何
震
が
、
劉
を
強
迫
し
そ
の
名
を
利
用
し
た
、
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
同
事
件
へ
の
関
与
が
少
な
く
と
も
劉
の
積
極
的
意
志
に
よ
る
も
の
と
は
、
当
時
に
お
い
て
も
見
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
劉
の
同
事
件
へ
の
関
与
に
つ
い
て
は
、
速
断
を
控
え
る
こ
と
と
し
た
い
。
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七
第
三
章
変
節
間
題
の
一一一一一一、討
で
は
、
劉
は
、
い
っ
最
終
的
に
変
節
し
た
の
か
。
こ
れ
ま
で
の
検
討
で
、
一
九
〇
七
年
末
か
ら
八
年
春
に
か
け
て
の
第
一
次
帰
国
時
に
、
劉
・
何
夫
婦
が
章
炳
購
の
依
頼
を
受
け
、
何
ら
か
の
形
で
端
方
ら
清
朝
当
局
者
と
接
触
を
持
つ
た
こ
と
は
、
ほ
ぼ
確
実
と
考
え
る
。
し
か
し
こ
の
こ
と
が
、
直
ち
に
劉
の
変
節
や
章
の
ス
パ
イ
説
を
意
味
す
る
か
否
か
は
、棋
重
な
吟
味
が
必
要
と
思
う
。
と
い
う
の
も
、
劉
の
変
節
時
期
に
っ
い
て
は
、
従
来
第
一
次
帰
国
時
と
す
る
も
の
と
、
一
九
〇
八
年
秋
の
最
終
帰
国
時
後
と
す
る
も
の
と
、二
つ
の
有
力
な
見
解
が
あ
り
、
そ
の
い
ず
れ
に
依
る
か
で
、
劉
の
在
日
期
後
半
の
無
政
府
主
義
思
想
及
び
政
治
活
動
を
、
全
く
の
偽
購
・
策
略
と
み
な
す
か
、
と
も
か
く
も
一
応
の
一
貢
性
を
も
っ
た
も
の
と
み
る
か
、
評
価
が
二
分
す
る
か
ら
で
あ
る
。以
下
に
劉
の
変
節
間
題
を
、
両
説
の
紹
介
検
討
を
通
し
て
、
改
め
て
考
え
て
み
た
い
。
E
第
一
次
帰
国
時
変
節
説
と
最
終
帰
国
後
変
節
説
劉
の
変
節
を
第
一
次
帰
国
時
（乃
至
そ
れ
以
前
）と
す
る
古
い
資
料
に
は
、
例
え
ば
前
引
「章
炳
麟
与
劉
師
培
及
何
震
五
封
」に
付
せ
ら
れ
た
「記
者
」の
按
語
が
あ
る
。
即
ち
、
今
第
三
書
則
日
『
四
弟
既
不
往
薄
」
是
本
欲
往
薄
也
。
第
五
書
則
日
「如
或
未
能
、
当
面
回
復
、
此
則
当
令
六
弟
任
之
』
。
何
以
以
当
時
劉
光
漢
与
何
震
之
:
這
赫
革
命
無
政
府
党
、
可
以
直
往
江
薄
面
見
端
方
。
此
真
不
可
思
議
之
怪
事
。
…
:
・
乃
端
方
独
厚
于
劉
何
、
任
使
大
開
無
政
府
党
之
講
習
会
、
暢
発
天
義
報
之
革
命
原
理
、
従
而
且
令
続
刊
衡
報
。
今
日
天
日
已
見
、
方
知
彼
国
実
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為
秘
密
之
償
探
。
と
い
う
。
第
一
次
帰
国
時
に
、
章
炳
麟
が
劉
師
培
に
端
方
と
の
直
接
交
渉
を
求
め
た
こ
と
、
到
が
在
日
期
に
活
発
な
無
政
府
主
（30
）
義
活
動
を
展
開
で
き
た
こ
と
を
根
拠
に
、
劉
が
も
と
も
と
ス
パ
イ
で
あ
っ
た
と
す
る
。
そ
し
て
、
一
九
三
四
年
に
至
り
、
第
一
次
帰
国
時
変
節
説
を
有
カ
に
裏
付
け
る
重
要
な
資
料
が
発
見
さ
れ
る
。
即
ち
、
「劉
師
培
与
端
方
書
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
同
書
簡
は
、
内
容
か
ら
み
て
恐
ら
く
一
九
〇
八
年
一
月
頃
執
筆
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
事
後
二
十
余
年
を
経
て
、
一
九
三
四
年
十
一
月
二
日
、
天
津
「大
公
報
」
の
「史
地
周
刊
」
第
七
期
に
掲
載
さ
れ
、
次
い
で
翌
三
十
五
年
一
月
「建
国
月
刊
」第
十
二
巻
四
期
に
転
載
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
「往
日
革
命
之
非
」を
悟
つ
た
劉
が
、
「明
公
（端
方
の
こ
と
）
之
前
」に
「自
首
」し
、
「明
公
之
思
」に
報
ゆ
る
べ
く
革
命
派
分
裂
工
作
の
為
の
「西
乱
之
策
十
条
」を
開
陳
し
、
あ
ゎ
せ
て
「理
'
配
本
-
都
」
と
し
て
、
「頓
に
往
日
宗
旨
之
非
」
を
悟
つ
た
章
炳
麟
の
た
め
に
、
印
度
行
き
の
費
用
一一一0一出
を
懇
願
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
も
し
こ
の
書
翰
が
真
と
す
れ
ば
、
劉
師
培
第
一
次
帰
国
時
変
節
説
は
、
不
動
の
証
拠
を
得
た
か
に
見
え
る
。
事
実
、
近
年
の
研
究
、
例
え
ば
楊
天
石
・
王
学
荘
「章
太
炎
与
端
方
関
係
考
析
」（「南
開
大
学
学
報
」
哲
学
社
会
科
学
版
、
1
9
7
8
年
6
月
）
は
、
前
引
「章
炳
鱗
与
劉
師
培
及
何
震
書
五
對
」
の
信
酒
荏
を
一mK
付
け
る
恰
好
の
証
拠
と
し
て
、
こ
の
「劉
師
培
与
端
方
密
」を
積
極
的
に
活
用
し
、
か
っ
劉
は
こ
の
書
輸
を
通
し
て
端
方
と
結
託
し
、革
命
派
内
部
に
潜
入
す
る
ス
パ
イ
に
な
っ
た
と
す
る
。
一
方
、
第
一
次
帰
国
時
変
節
説
に
対
し
、
劉
の
変
節
を
一
九
〇
八
年
秋
の
最
終
帰
国
後
と
す
る
説
が
あ
る
。
例
え
ば
、
前
引
外
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九
八
と
仮
定
す
る
と
、
時
間
的
先
後
関
係
に
関
す
る
限
り
、
記
載
上
の
矛
盾
は
ほ
と
ん
ど
見
当
ら
な
い
。
劉
師
培
変
節
問
題
の
再
検
討
九
九
1
1
務
省
資
料
「各
国
内
政
関
係
雑
藥
」所
収
、
「清
国
革
命
党
員
及
其
関
係
者
ノ
談
」
（乙
秘
第
九
五
二
号
、
明
治
41
年
3
月
24
日
）の
宋
教
仁
談
話
に
、
日
本
社
会
党
員
ト
結
托
シ
居
ル
馬
尊
及
谷
思
慎
等
ハ
吾
々
革
命
党
員
ノ
行
動
ヲ
密
偵
ス
へ
ク
内
命
ラ
受
ヶ
居
ル
モ
ノ
一一
シ
テ
、彼
等
ノ
首
領
タ
ル
劉
光
漢
ハ
南
京
ノ
出
身
一一
係
り
、昨
年
秋
帰
国
後
南
京
総
督
端
方
一
買
収
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
一一
シ
テ
、端
方
ノ
手
ヨ
リ
多
額
ノ
金
円
ヲ
得
其
内
五
千
円
ヲ
日
本
駐
在
清
国
公
使
ノ
手
ヲ
経
テ
馬
尊
及
谷
思
慎
:
交
付
シ
タ
ル
由
ナ
リ
:
:
:
と
あ
る
。
因
み
に
右
談
話
は
、
毒
茶
事
件
を
契
機
に
劉
ス
パ
イ
説
が
表
面
化
し
て
程
な
い
時
の
記
録
で
あ
る
。
ま
た
は
る
か
後
年
の
回
想
で
記
述
自
体
も
暖
味
だ
が
、
受
華
「同
盟
会
時
代
民
報
始
末
期
」（『
幸
亥
革
命
』
二
、
中
国
近
代
資
料
護
刊
所
収
）
「十
民
報
社
之
毒
茶
案
及
変
節
党
員
」に
も
、
「:
-
・
而
劉
申
叔
夫
婦
、
以
居
東
京
備
受
党
人
冷
淡
、
亦
相
借
通
返
国
門
、
投
効
於
満
吏
端
方
。
-
:
・
」
と
見
え
て
い
る
。
（b
）両
説
の
検
討
で
は
両
説
を
い
か
に
見
る
ぺ
き
か
。
ポ
イ
ン
ト
は
や
は
り
「劉
師
培
与
端
方
書
」の
真
偽
を
い
か
に
判
断
し
、
第
一
次
帰
国
後
の
劉
の
活
動
を
い
か
に
評
価
す
る
か
で
あ
ろ
う
。
（
3l
）
「劉
師
培
与
端
方
書
」
の
真
偽
に
関
し
て
は
、
ま
ず
、
一
九
三
五
年
の
時
点
で
、
「偶
得
抄
本
」
と
さ
れ
る
点
に
、
い
さ
さ
か
不
自
然
さ
を
感
じ
る
し
、
ま
た
発
見
入
手
の
経
緯
が
不
明
瞭
な
こ
と
も
気
に
か
か
る
。
し
か
し
、
執
筆
時
期
を
一
九
〇
七
年
一
月
頃
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整
理
す
る
と
、
同
密
翰
は
、
第
三
者
に
よ
る
後
年
の
偽
作
の
可
能
性
も
否
定
で
き
ぬ
が
、
仮
に
劉
本
人
の
真
作
で
あ
る
に
し
て
も
、
一
九
〇
七
年
一
月
頃
に
真
実
執
筆
さ
れ
た
も
の
か
否
か
、
更
に
そ
の
時
期
に
執
筆
さ
れ
た
に
し
て
も
、
劉
の
真
意
を
ど
の
程
度
に
示
し
た
も
の
と
み
る
か
等
々
、
検
討
す
ぺ
き
点
は
少
な
く
な
い
。
そ
も
そ
も
本
書
輸
は
、
章
炳
解
の
依
頼
を
受
け
、
劉
師
培
が
清
朝
当
局
者
の
端
方
に
資
金
提
供
を
請
う
と
い
う
、
屈
折
し
た
意
図
の
下
に
一
一
買
し
て
い
る
こ
と
を
想
起
す
ぺ
き
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
例
え
ば
、
章
一一m
購
に
っ
い
て
「頓
に
往
日
宗
旨
之
非
」
を
悟
り
、
「民
報
宗
旨
」を
改
め
、
「種
族
革
命
」
を
や
め
さ
せ
よ
う
と
し
た
、
な
ど
と
書
か
れ
て
い
た
に
し
て
も
、
端
方
の
意
を
迎
え
る
た
め
の
曲
筆
弁
明
と
み
れ
ば
、
さ
し
て
怪
し
む
に
は
足
り
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
ら
ば
事
態
は
、
交
渉
を
依
頼
さ
れ
た
当
事
者
で
あ
る
劉
の
場
合
も
、
大
差
あ
る
ま
い
。
交
渉
の
緒
に
就
く
一
方
弁
と
し
て
、
「自
首
」す
る
こ
と
も
あ
り
え
た
で
あ
ろ
う
。
っ
ま
り
執
筆
の
動
機
に
潜
む
曲
筆
の
可
能
性
を
考
慮
す
る
と
、
文
面
を
そ
の
ま
ま
鵜
呑
に
は
で
き
な
い
、
と
思
う
。
'
（
32
）
ま
た
、
高
良
佐
も
同
書
翰
の
考
証
で
、
「或
是
書
未
発
、
洪
氏
所
録
実
為
存
稿
、
惜
未
梁
考
証
、
不
敢
必
耳
。」と
い
う
ょ
う
に
、
真
偽
間
題
の
他
に
、
劉
が
果
し
て
こ
の
書
翰
を
端
方
に
提
出
し
た
か
否
か
に
っ
い
て
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
因
み
に
、
前
引
朝
日
記
事
に
「-
端
方
は
之
を
承
諾
せ
し
か
ど
も
女
子
を
対
手
に
て
は
不
可
な
れ
ば
男
子
来
り
て
直
接
に
談
判
す
べ
し
-
章
は
更
に
何
の
夫
な
る
劉
に
至
つ
て
談
判
し
て
く
れ
と
頼
み
し
も
劉
は
之
を
肯
ぜ
ず
（劉
若
し
南
京
に
行
か
ば
直
に
死
刑
に
処
せ
ら
る
べ
し
）-
:
，
」と
あ
り
、
「劉
師
培
与
黄
興
書
」に
も
、
劉
は
上
海
に
止
り
、
卞
:
9一一昌
及
び
楊
文
会
を
仲
介
に
し
て
端
方
と
交
渉
（33
）
し
た
か
に
書
い
て
い
る
。
両
者
が
内
容
的
に
符
節
を
合
し
て
い
て
も
不
思
議
は
な
い
が
、
「章
炳
腦
与
劉
師
培
及
何
選
書
五
封
」の
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書
に
「四
弟
既
不
往
薄
、
在
滬
交
渉
亦
善
」
と
あ
っ
て
、
劉
が
端
方
の
任
地
南
京
に
行
こ
う
と
せ
ず
、
上
海
に
止
ま
ろ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
一親
え
る
。
こ
の
章
の
書
翰
は
、朝
日
記
事
及
び
劉
の
黄
興
あ
て
書
簡
の
弁
明
を
、基
本
的
に
裏
付
け
て
い
る
、と
い
え
る
。
も
と
よ
り
、
劉
の
自
己
正
当
化
の
た
め
の
事
実
歪
曲
の
可
能
性
は
否
定
で
き
ま
い
し
、
ま
た
劉
と
端
方
と
の
間
に
何
ら
か
の
交
渉
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
劉
が
南
京
に
赴
き
、端
方
と
直
接
交
渉
し
た
か
否
か
は
な
ぉ
不
明
な
の
で
あ
り
、
右
の
「劉
師
培
与
端
方
書
」も
、
果
し
て
端
方
に
提
出
さ
れ
た
か
否
か
も
速
断
し
か
ね
る
。
．
（34
）
こ
の
よ
う
に
「劉
師
培
与
端
方
書
」
は
、
内
容
的
に
み
て
も
、
ま
た
考
証
的
側
面
か
ら
も
、
な
ぉ
保
留
す
べ
き
点
が
多
い
。
仮
に
本
書
翰
を
劉
の
真
作
と
し
て
も
、
そ
れ
を
も
っ
て
直
ち
に
、
劉
の
第
一
次
帰
国
時
に
お
け
る
決
定
的
変
節
と
章
の
ス
パ
イ
説
を
要
付
け
る
証
拠
と
み
る
こ
と
に
は
、
躊
躇
を
感
ず
る
。
．
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さ
て
、
次
に
事
実
経
過
を
追
つ
て
お
く
。
章
が
イ
ン
ド
行
き
を
果
さ
ず
、
日
本
に
止
つ
て
い
た
こ
と
自
体
が
、
対
端
方
工
作
失
敗
の
証
左
に
他
な
ら
な
い
。
ま
た
こ
の
こ
と
が
、
先
に
も
考
察
し
た
如
く
、
劉
・
章
不
和
の
主
因
と
も
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
劉
は
、
先
稿
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
一
九
〇
八
年
二
月
乃
至
三
月
の
再
来
日
以
後
、
六
月
に
至
る
ま
で
、
斉
民
社
の
活
動
を
積
極
的
に
行
つ
て
い
た
が
、
赤
旗
事
件
（6
月
22
日
）
を
契
機
と
し
て
成
立
し
た
桂
内
関
の
対
社
会
主
義
・
無
政
府
主
義
運
動
取
締
ま
り
の
徹
底
し
た
強
化
に
よ
り
、
事
実
上
活
動
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
機
関
誌
「天
義
報
」は
既
に
三
月
劉
師
培
変
節
問
題
の
再
検
討
0
東
北
学
院
大
学
論
集
人
間
・
言
語
・
情
報
第
98
号
一
〇
二
で
停
刊
、
「衡
報
」も
発
行
所
を
東
京
に
移
し
て
発
刊
し
た
途
端
、十
月
前
後
に
日
本
政
府
に
よ
り
、新
聞
紙
条
令
違
反
の
か
ど
で
、
発
禁
処
分
に
処
せ
ら
れ
る
。
更
に
「民
報
」も
、
発
禁
処
分
と
な
る
。
っ
ま
り
、
「民
報
」発
禁
に
至
る
在
日
革
命
運
動
の
失
速
状
況
は
、
劉
の
策
略
の
意
志
い
か
ん
に
関
わ
り
な
く
、
仮
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
思
惑
を
は
る
か
に
越
え
て
、
日
本
政
府
の
意
志
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
と
、言
う
ぺ
き
で
あ
る
。と
す
れ
ば
、
六
月
以
後
の
活
動
の
停
滞
を
、
劉
の
策
略
の
結
果
と
み
な
す
ぺ
き
直
接
的
理
由
は
、
見
当
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
（c
）結
論
で
は
、
劉
師
培
は
、
い
っ
、
何
故
に
、
ど
の
よ
う
に
し
て
変
節
し
た
の
か
。
最
後
に
、
そ
の
要
因
、
動
機
等
に
っ
き
改
め
て
筆
者
な
り
の
見
解
を
述
べ
、
小
論
の
結
び
と
す
る
。
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
劉
師
培
の
「張
恭
之
獄
」
へ
の
関
与
、
即
ち
端
方
へ
の
密
告
は
、
従
来
の
説
よ
り
一遡
り
、
劉
最
終
帰
国
直
後
の
一
九
〇
八
年
々
末
に
あ
っ
た
と
考
え
る
。
と
す
る
と
、
や
は
り
同
事
件
と
時
期
的
に
重
な
る
「民
報
社
毒
茶
事
件
」
及
び
汪
公
権
犯
人
説
と
の
関
係
が
、
改
め
て
間
題
と
な
ろ
う
。
毒
茶
事
件
の
犯
人
自
体
は
特
定
で
き
ず
に
終
り
、
一
部
に
は
、
前
掲
朝
日
新
聞
記
事
に
類
し
た
同
盟
会
狂
言
説
す
ら
流
れ
る
始
末
で
あ
っ
た
が
、
当
時
、
圧
倒
的
に
有
力
に
唱
え
ら
れ
た
の
は
、
や
は
（
35
）
り
汪
公
権
犯
人
説
で
あ
っ
た
。
汪
の
行
動
を
比
較
的
信
頼
で
き
る
報
告
に
よ
り
整
理
す
る
と
、
汪
は
、
「民
報
」発
禁
事
件
の
公
判
日
に
あ
た
る
十
一
月
二
十
六
日
、
っ
ま
り
「毒
茶
事
件
」
の
四
日
前
、
章
炳
麟
を
始
め
と
す
る
同
盟
会
会
員
の
留
守
を
見
計
つ
て
民
報
社
を
訪
れ
た
が
、
汪
が
立
ち
去
つ
た
後
、
民
報
社
女
中
の
林
ス
ェ
が
土
瓶
の
茶
を
:
飲
ん
だ
と
こ
ろ
、
異
息
を
感
じ
、
吐
気
を
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催
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。
そ
の
後
、
汪
は
、
十
一
月
二
十
八
日
、
預
け
て
お
い
た
荷
物
を
受
取
り
に
馬
宗
豫
方
を
訪
ね
、
十
二
月
一
日
、っ
ま
り
毒
茶
事
件
の
翌
日
、
新
橋
を
た
ち
、
四
日
、
長
崎
よ
り
上
海
に
向
け
出
発
し
た
。
ほ
ぼ
確
認
で
き
る
汪
の
足
ど
り
は
、
以
上
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
で
は
、
三
十
日
当
日
の
民
報
社
に
お
け
る
汪
の
犯
行
を
直
接
一i一付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
し
か
し
同
事
件
前
後
の
汪
の
不
自
然
な
行
動
が
、
同
事
件
と
の
関
連
を
強
く
第
わ
せ
る
こ
と
も
ま
た
否
定
で
き
な
い
。
容
疑
は
濃
い
が
決
め
手
を
欠
く
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
。
今
仮
り
に
汪
公
権
狂
人
説
を
と
る
と
、
一
九
〇
八
年
末
、
中
国
で
の
劉
に
よ
る
「張
恭
之
獄
」
と
日
本
で
の
汪
に
よ
る
「民
報
社
毒
茶
事
件
」
と
が
、
時
間
的
に
ほ
ぼ
呼
応
し
て
い
る
こ
と
が
、
改
め
て
注
意
を
引
〈
。
こ
の
時
間
的
重
な
り
は
、
一
体
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
。
繰
り
返
す
が
、
少
な
く
と
も
我
国
に
お
い
て
は
、
同
年
十
月
の
「民
報
」発
禁
処
分
に
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
日
本
政
府
の
意
志
に
よ
っ
て
、
反
満
革
命
運
動
も
無
政
府
主
義
運
動
も
封
じ
込
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
革
命
派
の
動
向
偵
察
程
度
な
ら
と
も
角
、
日
本
の
国
内
法
に
抵
触
し
て
ま
で
、
革
命
派
要
人
殺
害
を
日
論
む
程
の
大
胆
な
ス
パ
イ
活
動
を
と
る
必
然
性
は
、
相
対
的
に
低
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
こ
で
次
の
資
料
を
参
照
し
た
い
。
六
、
汪
公
権
及
馬
宗
豫
・
王
孝
端
・
蒲
剣
等
ハ
其
何
故
一一
革
命
党
員
ヲ
殺
害
セ
ン
ト
ス
ル
ヤ
ノ
目
的
一ハ
、
光
緒
皇
帝
及
西
太
后
ノ
崩
御
二
依
リ
清
国
ノ
政
変
ヲ
来
タ
シ
新
政
府
ノ
基
礎
未
ダ
鞏
固
ナ
リ
ト
云
フ
ヲ
得
ザ
ル
ヲ
以
テ
、
此
際
禍
根
タ
ル
べ
キ
革
命
党
ノ
行
動
ヲ
押
へ
内
地
ノ
動
揺
ヲ
来
サ
ザ
ラ
シ
メ
ン
ト
シ
テ
、
新
政
府
ハ
更
に
道
台
及
総
督
一一
内
訓
シ
テ
革
命
党
員
ノ
物
色
ニ
力
メ
シ
メ
道
台
及
総
督
ハ
之
ラ
地
方
ノ
新
聞
一一
報
道
セ
シ
メ
テ
革
命
党
員
ノ
懸
一負逮
捕
ヲ
発
表
シ
、
孫
逸
仙
ヲ
三
十
万
円
ト
シ
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劉
師
培
変
節
問
題
の
再
検
討
一
〇
三
黄
興
ヲ
二
十
万
円
ト
シ
章
一9
購
其
他
革
命
党
員
ノ
重
立
者
皆
等
差
ア
リ
テ
少
ナ
ク
モ
一
党
員
ヲ
逮
捕
セ
パ
壱
万
円
以
上
ヲ
給
ス
ト
謂
フ
ニ
ァ
リ
ト
云
へ
ハ
、
之
ラ
知
リ
タ
ル
汪
公
権
及
其
他
ノ
徒
其
懸
賞
金
ヲ
得
ン
ト
シ
テ
之
ヲ
狙
フ
一一
至
レ
ル
ナ
リ
ト
ハ
革
（36
）
命
党
員
ノ
揚
言
ス
ル
所
ナ
リ
:
-
・
汪
の
行
動
が
、
賞
金
め
あ
て
で
あ
っ
た
か
否
か
は
検
討
を
要
し
よ
う
が
、
右
資
料
に
よ
り
一
九
〇
八
年
十
一
月
十
四
日
の
光
緒
帝
と
翌
十
五
日
の
西
太
后
の
死
去
に
伴
う
、
清
国
政
府
の
と
っ
た
対
革
命
派
工
作
の
内
容
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
注
目
に
値
す
る
。
そ
の
意
図
が
、
引
用
文
中
に
言
う
ょ
う
に
、
光
緒
帝
・
西
太
后
死
去
後
の
混
乱
に
乗
じ
ょ
う
と
す
る
革
命
派
の
機
先
を
制
し
、
国
内
的
動
揺
を
最
少
限
に
抑
え
る
こ
と
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
自
明
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
清
朝
政
府
の
対
応
と
意
図
を
念
頭
に
お
く
と
、
「張
恭
之
獄
」及
び
「民
報
社
毒
茶
事
件
」は
、
清
朝
に
買
収
さ
れ
る
か
、な
い
し
は
清
朝
へ
の
売
り
込
み
を
図
つ
た
劉
と
汪
と
が
、呼
応
し
て
起
こ
し
た
事
件
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、劉
師
培
に
と
っ
て
は
、
或
い
は
最
初
に
実
行
し
た
ス
パ
イ
活
動
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
（汪
公
権
は
、
既
に
一
九
〇
八
年
夏
、
上
海
に
お
け
る
陳
陶
通
逮
捕
事
件
に
関
与
し
た
可
能
性
が
あ
る
）。
逆
か
ら
い
え
ば
、
光
緒
帝
・
西
太
后
死
去
後
の
清
朝
政
府
の
対
革
命
派
工
作
が
、
劉
に
と
っ
て
は
最
初
の
、
汪
に
と
っ
て
は
よ
り
大
胆
な
ス
パ
イ
活
動
に
踏
み
切
る
直
接
的
な
契
機
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
す
る
と
、
そ
の
変
節
に
至
る
更
な
る
動
機
、
背
景
、
経
緯
と
は
、
一
体
何
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
こ
で
改
め
て
整
理
し
て
お
こ
う
o
既
に
述
ぺ
た
ょ
う
に
、
劉
・
何
夫
妻
は
、
一
九
〇
七
年
末
の
第
一
次
帰
国
時
、
交
渉
自
体
は
失
敗
し
た
も
の
の
、
端
方
と
何
ら
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東
北
学
院
大
学
論
集
人
間
・
言
語
・
情
報
第
98
号
か
の
接
触
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
り
、
ま
た
一
九
〇
八
年
夏
の
何
震
の
帰
国
時
に
も
、
再
度
何
ら
か
の
形
で
端
方
と
接
触
を
も
っ
た
可
能
性
が
強
い
。
っ
ま
り
、
こ
う
し
た
端
方
と
の
接
触
が
伏
線
と
し
て
あ
っ
て
、
そ
れ
が
光
緒
帝
・
西
太
后
死
去
後
の
政
情
不
安
を
背
景
に
、
劉
（注
）
に
変
節
、
具
体
的
ス
パ
イ
活
動
の
実
行
を
決
断
さ
せ
る
。
そ
し
て
こ
の
伏
線
と
か
ら
み
合
い
、
劉
ら
を
変
節
に
導
い
た
深
い
心
理
的
要
因
1
動
機
と
し
て
、
章
炳
麟
と
の
軋
標
、
と
く
に
章
に
よ
る
「日
華
新
報
」紙
上
に
お
け
る
醜
聞
の
暴
露
が
あ
っ
た
、
と
考
え
る
。
多
く
の
回
想
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
何
震
と
汪
公
権
の
関
係
は
周
知
の
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
同
盟
会
会
員
の
嘲
笑
と
冷
視
の
中
で
、
劉
一
家
は
孤
立
し
、
憤
題
を
っ
の
ら
せ
て
い
た
。
一
方
で
は
、
日
本
政
府
の
弾
圧
に
よ
り
、
一
九
〇
八
年
六
月
の
赤
旗
事
件
以
後
、
実
践
活
動
は
実
質
的
に
終
息
を
余
銭
な
く
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
心
理
的
題
屈
と
実
践
活
動
の
手
詰
ま
り
状
態
の
中
で
、
と
ど
め
を
刺
す
か
の
よ
う
に
、
最
後
の
堡
塁
で
あ
っ
た
「衡
報
」が
十
月
前
後
に
発
禁
処
分
に
処
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
と
こ
こ
に
至
つ
て
、
劉
は
最
早
、
帰
国
す
る
よ
り
手
は
無
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
帰
国
後
、
改
め
て
端
方
と
の
交
渉
が
あ
り
、
と
く
に
光
緒
帝
・
西
太
后
の
死
去
を
契
機
と
す
る
清
朝
側
の
新
た
な
革
命
派
対
策
を
背
景
に
、
こ
の
時
点
で
、
最
終
的
に
ス
パ
イ
活
動
に
踏
み
切
つ
た
の
で
は
な
い
か
。
即
ち
、
章
炳
購
に
対
し
て
は
、
「章
一的
麟
与
劉
師
培
及
何
震
書
五
封
」「劉
師
培
致
黄
興
書
」の
両
種
書
翰
の
公
開
に
よ
っ
て
、
章
の
権
威
失
墜
を
図
つ
て
私
怨
を
晴
ら
す
と
と
も
に
、
「民
報
」停
刊
後
の
同
盟
会
に
更
な
る
ゆ
さ
ぶ
り
を
か
け
ょ
う
と
し
、
加
え
て
「民
報
社
毒
茶
事
件
」
に
よ
っ
て
同
盟
会
の
撹
乱
を
図
つ
た
。
他
方
中
国
で
は
、
「安
慶
起
義
」
に
連
動
し
か
ね
な
か
っ
た
蜂
起
計
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画
の
密
告
に
よ
っ
て
、
「張
恭
之
獄
」
を
引
き
起
こ
す
。
劉
師
培
変
節
問
題
の
再
検
討
一
〇
五
東
北
学
院
大
学
論
集
人
間
・
言
語
・
情
報
第
98
号
馮
自
由
（前
掲
資
料
）
は
い
う
。
〇
六
劉
光
漢
於
民
国
前
三
年
曽
一
度
変
節
耳
。
「張
恭
之
獄
」は
、
あ
る
い
は
劉
に
と
っ
て
終
生
唯
一
の
ス
パ
イ
活
動
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
し
て
汪
公
権
は
上
海
で
射
殺
さ
れ
、
か
っ
て
在
日
ア
ナ
キ
ス
ト
の
旗
手
で
あ
っ
た
劉
師
培
は
、
殺
害
は
免
れ
た
も
の
の
、
思
想
的
政
治
的
に
そ
の
生
命
を
終
え
る
。
こ
れ
が
在
日
中
国
人
ア
ナ
キ
ス
ト
運
動
の
終
焉
で
あ
る
。
お
わ
り
に
以
上
に
検
討
し
た
よ
う
に
、
劉
師
培
の
変
節
の
背
後
に
は
、
凡
そ
思
想
的
次
元
と
は
異
な
る
人
間
の
ド
ラ
マ
が
あ
っ
た
。
章
炳
麟
を
始
め
と
す
る
強
烈
な
個
性
と
個
性
と
の
衝
突
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ひ
き
起
こ
さ
れ
る
生
臭
く
無
惨
で
ど
こ
か
滑
稽
な
人
間
的
ド
ラ
マ
の
展
開
が
、
劉
の
思
想
的
転
変
の
背
後
に
深
く
介
在
し
て
い
た
。
従
来
の
研
究
は
、
と
も
す
れ
ば
劉
師
培
の
思
想
的
側
面
の
分
析
に
よ
っ
て
の
み
、
そ
の
思
想
的
転
変
の
要
因
を
さ
ぐ
ろ
う
と
し
、
ま
た
実
践
的
背
景
に
留
意
す
る
か
に
見
え
る
研
究
も
、
資
料
的
制
約
も
手
伝
つ
て
、
慎
重
な
資
料
批
判
を
欠
く
憾
み
が
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、
楊
天
石
は
、
多
く
の
重
要
な
資
料
を
発
掘
し
、一m-一重
な
資
料
批
判
の
手
続
き
を
へ
、
思
想
と
実
践
と
の
関
連
に
注
意
す
る
な
ど
従
来
の
研
究
に
一
頭
地
を
抜
く
が
、
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詳
し
く
は
行
論
中
に
批
判
し
た
よ
う
に
、
筆
者
は
、
楊
の
劉
師
培
第
一
次
帰
国
時
変
節
説
と
は
異
な
る
結
論
を
得
、
最
終
帰
国
後
変
節
説
を
と
る
も
の
で
あ
る
。
筆
者
は
、
近
稿
と
本
稿
に
お
い
て
、
劉
ら
の
実
践
活
動
を
、
表
向
き
の
無
政
府
主
義
運
動
の
み
な
ら
ず
、
対
端
方
工
作
、
醜
聞
暴
露
等
々
、
水
面
下
で
の
動
向
を
も
視
野
に
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
表
一一a．ト
ー
タ
ル
に
お
い
て
捉
え
、
思
想
的
転
変
の
要
因
、
動
機
、背
景
等
を
実
践
的
側
面
か
ら
解
き
明
し
、
思
想
評
価
の
よ
り
着
実
な
基
礎
を
得
よ
う
と
し
た
。
以
上
を
も
っ
て
、
劉
師
培
の
無
政
府
主
義
受
容
と
変
節
を
思
想
的
側
面
か
ら
分
析
す
る
た
め
の
基
礎
的
準
備
作
業
に
、
一
応
の
メ
ド
を
っ
け
る
こ
と
と
す
る
。
注
（序
）
．
'
（l
）「集
刊
東
洋
学
」64
号
（東
北
大
学
中
国
文
史
哲
研
究
会
1
9
9
0
年
、
11
月
30
日
）。
第
一
章
（a
）
回
外
務
省
保
管
記
録
「各
国
内
政
関
係
雜
基
、
支
那
ノ
部
・
革
命
党
関
係
一一
」所
収
、
「劉
光
漢
一一就
テ
」
（乙
秘
第
一
一
九
七
号
・
明
治
41
年
（1
9
0
8
年
）
11
月
9
日
）
等
。
（3
）一
九
〇
八
年
十
一
月
三
〇
日
、民
報
社
内
に
お
い
て
、一a
酸
意
こ
と
湯
增
壁
が
茶
を
飲
ん
だ
と
こ
ろ
、強
い
刺
激
を
受
け
て
一一一一9吐
を
性
し
た
。後
目
、
検
査
の
結
果
、
毒
物
（:
コ
チ
ン
）
の
混
入
が
確
認
さ
れ
た
。
（4
）呂
月
屏
「回
憶
辛
亥
革
命
時
期
的
幾
件
事
和
処
州
光
復
経
過
」の
「二
、
叛
徒
劉
光
漢
出
売
革
命
的
一
格
事
件
」
（「辛
亥
革
命
回
一置
録
」
第
四
劉
師
培
変
節
間
題
の
再
検
討
一
〇
七
東
北
学
院
大
学
論
集
人
間
・
言
語
・
情
報
第
98
号
一
〇
八
6) (5
冊
、
所
収
）
に
:
-
・
一
九
〇
八
年
冬
、清
那
拉
太
后
与
光
結
帝
先
後
死
去
、在
上
海
的
浙
江
革
命
党
人
擬
召
集
十
一
府
属
党
人
代
表
在
上
海
商
議
乗
機
起
義
、
-
一翻
因
会
内
敗
類
劉
光
漢
受
満
政
府
収
買
、
進
行
破
壊
、
因
而
会
議
不
能
開
成
。
…
-
第
二
天
早
展
、
租
界
包
聴
頭
子
資
金
栄
帯
領
了
多
人
到
天
保
客
浅
搜
捕
、
計
捕
了
張
恭
、
沈
一a-一卿
。
-
我
們
乃
銀
元
三
千
元
聘
請
英
籍
一前一:
師
進
行
弁
認
。
-
天
保
客
機
在
一順
成
基
安
慶
発
動
革
命
失
敗
後
、
為
租
界
当
局
對
閉
。
と
あ
る
。
「鱗
銭
爪
爪
」
（「新
世
紀
」
第
一
〇
九
号
、
1
9
0
9
年
8
月
21
日
）
に
去
冬
即
人
言
一控
粘
、
如
此
這
般
、
神
洲
日
報
等
之
m :
-l
生
償
探
之
類
、
管
調
劉
・
何
。:
-
・
彼
在
上
海
時
所
害
之
人
、・一':-
．一-・
報
上
所
-
獲
之
党
人
張
恭
、
即
数
中
之
一
、
余
則
未
詳
。
:
-
・
と
あ
る
。
「中
報
」
戊
申
十
一
月
二
十
五
日
（1
9
0
8
年
n
月
H
日
）
に
、
「本公
廳
審
訊
留
一子生
」
と
い
う
見
出
で
、
一一a学
生
万
平
仮
西
公
共
租
界
密
波
路
天
保
浅
内
、
江
n一 :-tl-
端
午
:
帥
償
悉
万
係
革
党
・
原
名
張
恭
、
札
:一一一通
道
、
転
・
-5
公
解
-
:
・
於
前
日
在
南
京
路
山
西
路
転
角
所
、
将
万
題
要
、
並
同
至
萬
所
、
沙
出
-l
需
照
像
等
物
、
当
即
解
押
捕
房
、
昨
解
公
解
-lf
究
、
拠
供
学
生
姓
万
・
号
仲
伯
・
名
平
、
並
非
張
恭
、
学
生
係
浙
江
衡
州
人
、
年
三
十
二
歳
、
留
学
日
本
大
聖
体
育
会
、
於
本
月
初
七
日
来
温
、
予
備
回
里
省
親
、
所
有
照
片
一一一籍
均
出
価
一m来
、
並
無
犯
法
之
物
、
今
指
学
生
為
革
党
張
:
一一一・、
実
係
誤
会
-
と
あ
る
。
こ
の
記
事
に
よ
り
一
九
〇
八
年
十
二
月
十
六
日
、
（共
同
組
界
海
波
路
、
天
保
一n一に
滞
在
中
の
）万
平
こ
と
張
恭
が
逮
一
相
さ
れ
た
が
、
本
人
は
日
本
よ
り
・S省
途
中
の
別
人
で
あ
る
旨
申
し
立
て
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
真
偽
は
不
明
だ
が
、
こ
こ
で
は
清
朝
当
局
に
よ
る
「張
恭
」一一一捕事
件
の
事
実
が
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
け
ば
足
り
ょ
う
。
因
み
に
、
「申
報
」十
二
月
初
三
日
（12
月
25
日
）
に
も
続
報
（「律
師
為
留
学
生
弁
護
」）が
あ
り
、
先
引
呂
月
屏
の
「聘
請
一央
籍
律
師
進
行
弁
一設
」と
対
応
し
て
い
る
か
に
思
え
る
。
尚
、
張
恭
は
、
武
昌
起
義
後
に
釈
放
さ
れ
た
と
す
る
指
描
が
あ
る
（「中
国
近
代
史
一一司
典
」、
上
海
辞
-l
出
版
社
、
1
9
8
2
年
）。
〇
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9) (8) (7
同
状
は
、
孫
文
革
命
資
金
横
領
説
な
ど
を
唱
え
て
い
る
。
「南
洋
総
酒
新
報
」
（l
9
0
9
年
11
月
11
日
）掲
破
。
現
在
、
謝
桜
寧
「一車-
太
炎
年
一語
技
過
」
（1
9
8
7
年
）
所
収
の
「附
、
南
洋
革
命
党
人
宣
布
″
孫
文
罪
状
″
伝
単
」
（P
50
-
52
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
同
状
は
、
「民
報
」が
日
本
政
府
の
発
禁
処
分
を
受
け
た
後
、
孫
文
派
の
注
兆
銘
が
発
行
所
を
名
目
的
に
パ
リー，に
移
し
て
続
刊
し
た
「民
報
」を
、
孫
文
一
派
の
も
の
と
み
な
し
、
「偽
民
報
」と
決
め
っ
け
た
。
「南
洋
総
種
新
報
」
（1
9
0
9
年
11
月
6
日
）
掲
取
。
後
「新
世
紀
」
第
一
一
七
号
（1
9
1
0
年
1
月
22
日
）
所
収
の
「党
人
（燃
）」
に
抄
録
。
現
在
、
朱
維
一掛
一・
姜
義
華
編
注
「章
太
炎
選
集
注
釈
本
」
（1
9
8
1
年
）
所
収
の
「偽
（民
報
〉
検
挙
状
」
（P
側
-
499
）
に
全
文
収
録
。
「日
華
新
報
」
掲
載
。
後
、
「星
洲
展
報
」
（l
9
1
0
年
1
月
15
日
）
転
載
。
現
在
、
楊
天
石
「（民
報
）的
続
刊
及
其
争
一論
」
（「中
華
文
史
論
燈
」1
9
8
2
年
、
第
2
輯
）
に
収
録
。
以
下
に
引
用
し
て
お
く
。
彼
於
去
秋
之
後
、
与
僕
同
居
、
一
使
因
平
日
所
学
、
与
彼
相
同
、
言
奇
析
疑
、
遂
成
莫
逆
。
然
太
炎
当
此
之
時
、
已
無
心
於
革
命
、
欲
往
印
度
為
一
個
。
又
以
無
款
之
故
、
欲
向
官
場
連
動
。
乃
作
函
於
張
之
洞
、
辞
多
投
那
、
乃
其
稿
蔵
於
書
中
、
猝
為
僕
見
、
彼
亦
不
復
自
-le
、
宣
言
士
各
有
志
、
同
盟
会
不
足
与
有
為
、
而
研
習
仏
教
、
亦
当
今
急
務
。
且
与
一興
相
商
、
言
今
長
崎
領
事
卞
律
昌
、
為
張
之
」
婿
、
於
何
震
為
戚
属
、
可
将
致
張
之
西
稿
（此
為
第
二
西
）托
・
下
転
致
、
向
張
索
歡
三
万
、以
二
万
助
彼
旅
費
、以
一
万
一用一M一一、
為
印
-!
之
資
。
時
震
適
以
事
返
国
、
并
為
彼
向
余
杭
家
索
款
（得
洋
八
百
元
）、
道
経
長
崎
、
登
岸
一的
卞
。
適
卞
已
於
前
数
日
卸
職
、
乗
輪
返
国
、
此
事
遂
成
画
一研
。
然
太
炎
心
仍
未
已
、
復
作
西
於
震
、
使
之
向
金
陵
劃
姓
索
歡
、
并
向
・
下
9一一昌
及
池
州
楊
仁
山
一深
、
使
以
此
事
於
江
一格
一端
方
、
複
令
僕
返
酒
、
共
商
此
事
。
然
使
等
均
知
此
事
不
易
成
、
至
粗
以
後
、
乃
告
以
三
万
元
之
歡
、
必
不
可
得
、
即
成
亦
不
過
按
月
支
款
、一一X・一a一其
一課
、
而
彼
仍
作
西
相
促
、
并
於
^民報〉
登
告
白
、
言
近
確
脳
疾
、
不
克
用
心
、
并
将
此
報
寄
至
酒
上
、
風
僕
等
由
卞
、
揚
転
示
官
場
、一m等
一
笑
-lf:
之
、
此
報
旋
-la
高
某
。
-
:
・
ま
た
、
揚
は
本
文
中
に
「致
黄
興
一…一一-!］」の
一
部
を
引
用
し
て
い
る
。
即
ち
、
此
六
西
外
、
尚
有
数
西
、
因
回
国
時
、
已
在
東
京
印
照
片
、
尚
未
完
成
、
挨
該
照
相
館
将
此
片
寄
粗
後
、
再
為
寄
上
、今
印
成
者
僅
六
片
、
故
先
寄
上
と
あ
る
。
・
・
- 29 -
劃
師
培
変
節
間
題
の
再
検
討
一
〇
九
東
北
学
院
大
学
論
集
人
間
・
言
語
・
情
報
第
98
号
一
一
〇
（lS
曼
華
前
引
「同
盟
会
時
代
民
報
始
末
記
」「十
民
報
社
之
海
茶
案
及
変
節
党
員
」
に
、
中
叔
抵
-E
時
、
且
遺
a
黄
面
午
・
林
広
鹿
・
湯
公
介
等
'
一遥
章
枚
叔
曾
致
端
午
橋
、
由
劉
要
何
振
転
交
、
要
決
巨
款
二
万
、
即
合
革
命
而
不
言
、
往
印
度
為
僧
以
終
其
身
一一一。内
並
附
章
氏
関
於
此
事
之
手
-l
真
段
照
片
、
-f
午
等
一
笑
冊
一之
。
と
あ
る
。
（c
）
（l0
劉
に
「冬
日
旅
-E
作
」、
「再
渡
日
本
舟
中
作
戊
申
」の
二
詩
が
あ
る
か
ら
、
劉
は
一
九
〇
七
年
冬
か
ら
八
年
春
に
か
け
て
、
確
か
に
帰
国
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
も
、
「天
義
報
」所
載
「社
会
主
義
識
習
会
記
事
」
（第
十
一
・
十
二
巻
合
冊
。
及
び
第
十
三
・
十
四
巻
合
冊
）
を
注
意
深
〈
み
る
と
、
劉
は
一
九
〇
七
年
十
一
月
二
十
四
日
の
第
六
回
大
会
に
は
参
加
し
て
い
る
が
、
十
二
月
八
日
の
第
七
回
大
会
、及
び
同
二
十
二
日
の
第
八
回
大
会
の
開
会
記
に
は
、
到
の
名
前
が
見
え
な
い
。
劉
は
こ
の
前
後
、
恐
ら
く
日
本
に
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
「朱
希
祖
日
記
」
（稿
本
）
（場
天
石
編
「"社
会
主
義
講
習
会
"
資
料
」）
（「中
国
哲
学
」第
1
輯
、
1
9
7
9
年
、
所
収
）
に
よ
る
と
、
一
九
〇
八
年
三
月
二
十
日
、劉
は
章
と
と
も
に
清
風
亭
で
開
催
さ
れ
た
集
会
に
出
席
し
て
い
る
。
即
ち
、劉
は
少
な
く
と
も
一
九
〇
七
年
十
一
月
二
十
四
日
ま
で
は
日
本
に
い
た
が
、或
い
は
十
二
月
八
日
前
後
ま
で
に
は
離
日
し
、運
く
と
も
翌
一
九
〇
八
年
三
月
二
十
日
ま
で
に
は
再
来
日
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
（d
）
021
「劉
師
培
致
黄
興
書
」
を
掲
城
し
た
「日
華
新
報
」
の
見
出
し
は
、
「章
炳
購
背
叛
革
命
党
之
鉄
証
」
で
あ
っ
た
。
第
二
章
0E
）藤
受
殊
「藤
受
殊
全
集
」
一
冊
所
収
、
「与
劉
三
一M:
l1-
」
（戊
申
（l
9
0
8
年
）
四
月
）
（P
203
）
に
、
蓋
近
日
心
緒
乱
甚
、
太
少
両
公
又
有
aa
爾
之
事
、
而
少
公
挙
家
選
怒
於
余
。
余
現
已
-a
出
、
-a
泊
無
以
為
計
-
:
・
と
あ
る
。
な
ぉ
次
注（l4
）を参
照
の
こ
と
。
（
］
0
注
東
「同
盟
会
和
（民
報
）片
断
回
-意
」
（「幸
亥
器
回
憶
録
」
六
冊
）
所
収
、
「四
、
汪
公
権
的
罪
悪
」
に
:
…
・
那
時
章
太
炎
従
民
報
社
通
居
劉
処
、
於
無
意
中
発
覚
了
汪
、
何
的
秘
密
、
便
私
下
告
訴
劉
。
劉
的
母
親
也
聴
見
了
、
非
但
不
信
、
反
大
用
- 30 -
劉
師
培
変
節
間
題
の
再
検
討
因 例 l2l) l2l1) (l9 a0 (la (ll11 (l51
章
造
諸
、
離
間
人
家
骨
肉
、
這
事
声
張
開
来
、
注
、
何
二
人
当
然
很
之
切
歯
、
尤
其
是
注
。
我
那
天
正
去
看
太
炎
先
生
、
被
到
母
選
住
了
訴
一
頓
一一免
（那
時
我
尚
未
做
太
炎
学
生
）。
注
公
権
満
驗
図
気
、
限
晴
里
都
是
紅
系
、
跳
出
跳
進
、一a一着
，我
們
白
刀
子
進
去
、
紅
刀
子
出
来
"
我
簡
直
不
一
置
他
説
的
甚
麼
。
恰
巧
劉
接
一
也
在
那
里
（劉
可
能
是
去
調
解
這
件
事
的
）、
便
同
我
一
道
出
来
、
-la
頭
冷
笑
道
、
，這
種
江
湖
上
的
下
流
ロ
吻
、
他
（指
汪
公
撞
）
拿
・
要
一 :郷
誰
?
-
我
是
覚
得
於
我
無
関
、
不
願
再
間
。
随
後
太
炎
回
民
報
社
。
と
あ
る
。
現
在
、
「日
華
新
報
」は
検
索
不
能
の
よ
う
で
、
他
紙
に
転
-fl
さ
れ
る
か
切
り
抜
き
保
存
さ
れ
た
も
の
を
見
い
出
す
他
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
因
み
に
、
外
務
省
資
料
は
、
前
文
に
お
い
て
牛
込
区
山
-l
町
十
八
番
地
居
住
早
稲
田
大
学
生
（旧
政
聞
社
員
）章
動
士
ハ
清
国
革
命
党
員
等
ノ
行
動
一
付
頃
日
左
ノ
如
ク
訪
客
一一
語
レ
リ
ト
一一一フ'元
ヨ
リ
氷
炭
相
容
レ
サ
ル
反
対
派
ノ
言
ナ
ル
ヲ
以
テ
悉
ク
信
ズ
へ
力
ラ
サ
ル
モ
亦
革
命
党
員
一
派
ノ
行
動
ヲ
観
ル
一一
足
ル
へ
キ
ヲ
以
テ
記
シ
テ
御
参
考
:
供
ス
と
述
べ
て
い
る
。
「明
治
末
期
に
お
け
る
中
日
器
運
動
の
交
流
」
（「季
刊
中
国
研
究
」5
、
1
9
4
8
年
、
所
収
）
P
89
。
因
み
に
、
中
国
側
の
研
究
、
例
え
ば
楊
天
石
前
引
論
文
（注（9
）参照
）で
は
、
「章
太
炎
曾
在
（日
華
新
報
）上
掲
露
過
何
震
。
作
為
報
復
、
劉
・
何
擬
延
-a
律
師
起
訴
-
」と
暖
味
に
著
さ
れ
、
意
図
的
に
か
否
か
'
「日
華
新
報
」の
記
成
内
容
と
そ
の
期
日
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
「衡
報
」
第
十
号
（1
9
0
8
年
、
8
月
8
日
）
所
収
、
「何
震
女
子
由
:
m一一江
来
西
」
参
照
。
「我
観
中
国
そ
の
八
」
（「中
国
」
77
号
、
1
9
7
0
年
、
所
収
）、
P
86
l
87
。
同
前
注
、
P
77
。
「熊
本
評
論
」
27
号
（1
9
0
8
年
、
7
月
20
日
）、
坂
本
克
水
「東
京
通
信
」
に
去
る
六
日
行
李
勿
々
熊
本
を
出
発
し
た
る
小
生
等
、
八
日
午
後
無
事
着
京
-
翌
日
中
野
の
傳
村
に
守
田
兄
を
訪
づ
れ
申
候
。
（十
一
日
記
）
と
あ
るo
．
同
前
28
号
（同
年
8
月
5
日
）、
守
田
有
秋
「都
の
近
郊
よ
り
」に
、
「官
題
は
小
生
の
住
所
及
坂
本
兄
の
住
所
不
明
の
為
め
大
分
閉
口
せ
る
由
- 31 -
藤
受
殊
、
前
掲
全
集
、
第
一
冊
所
収
、
「与
劉
三
一一 :-l
」の
う
ち
に
、
一
九
〇
八
年
八
月
十
八
日
杭
州
、
九
月
十
一
日
上
海
、
十
七
日
南
京
等
か
ら
宛
て
た
書
翰
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
蘇
は
、
少
な
く
と
も
八
月
中
旬
以
後
、
日
本
に
は
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
「清
国
革
命
党
員
何
震
ノ
言
動
」
（乙
秘
一
〇
一
一
号
、
明
治
41
年
10
月
16
日
）。
前
引
「劉
光
漢
ノ
行
動
:
就
テ
」
（乙
秘
第
七
〇
一
号
、
明
治
41
年
9
月
9
日
）
に
も
、
'
劉
ハ
其
要
ノ
帰
京
ヲ
待
受
ヶ
持
帰
リ
タ
ル
金
ヲ
割
キ
保
証
金
一一
宛
テ
ン
ト
ノ
考
へ
ナ
リ
シ
ニ
妻
ノ
持
帰
リ
タ
ル
金
員
ハ
僅
一
保
一
証
金
ノ
半
額
:
過
キ
サ
ル
為
メ
目
下
資
金
調
達
:
奔
走
シ
居
ル
結
果
-
…
と
あ
り
、
金
策
に
第
し
て
い
た
様
子
が
-3
え
る
。
「申
報
」
戊
申
六
月
十
三
日
（l
9
0
8
年
7
月
u
日
）
号
に
、
「留
学
生
被
拘
発
県
」と
い
う
見
出
し
で
、
留
学
日
本
学
生
陳
陶
怡
、
前
日
由
-E
道
札
発
到
県
、
経
李
大
令
伝
至
銀
、
押
房
詢
間
、
陳
称
松
江
金
山
県
人
、向
在
日
本
留
学
、
畢
業
回
-la
、
仮
商
宝
替
街
大
東
旅
館
、
昨
日
因
建
川
告
-9
、
至
-9
南
友
人
処
借
一a
-一、
突
被
償
探
在
十
六
舗
地
方
拘
住
、
送
至
道
署
、
不
解
何
故
…
…
と
あ
る
。
こ
の
記
事
に
よ
り
、
一
九
〇
八
年
七
月
九
日
、日
本
留
学
を
終
え
た
陳
一同
怡
が
身
柄
を
拘
東
さ
れ
訊
間
を
受
け
た
こ
と
が
確
認
さ
- 32 -
ao
に
候
:
-
・
」と
あ
り
、
ま
た
同
前
30
号
（同
年
9
月
5
日
）、
森
岡
永
治
「守
田
有
秋
宛
」
（八
月
十
八
日
）
に
、
「Δ
一一一本
の
馬
が
「守
田
氏
方
僕
と
し
て
通
信
し
て
く
れ
」と
云
つ
て
来
た
が
通
信
の
種
は
絶
え
て
無
い
、
切
め
て
は
お
礼
で
も
ぃ
っ
て
-
ろ
と
思
う
中
、
飯
田
町
に
移
っ
た
と
聞
い
て
丁
目
と
番
地
を
忘
れ
て
了
つ
た
。
-
」と
あ
る
。
劉
師
培
宅
番
地
は
、
正
確
に
は
、
麹
町
区
飯
田
町
六
丁
目
二
十
一
番
地
で
あ
る
o
同
前
28
号
（同
年
、
8
月
5
日
）、
坂
本
克
水
「東
京
通
信
」（七
月
二
十
六
日
）
に
、
…
…
小
生
の
出
京
し
て
よ
り
早
く
も
二
旬
の
日
は
経
過
す
・
:
-
唯
近
頃
滑
稻
に
し
て
愉
快
な
り
し
は
、 :
理
町
a一一一の
刑
事
、
-
…
来
訪
せ
る
の
一
事
に
候
。
小
生
一
日
清
同
志
の
富
居
に
於
て
四
方
山
の
話
な
ど
な
し
居
た
る
時
、
前
記
の
刑
事
訪
ね
来
り
、
-
次
い
で
小
生
の
姓
名
を
誰
何
せ
し
か
ば
、
劉
君
は
一破-
れ
は
:
観
と
い
う
も
の
な
り
と
答
へ
た
り
と
。:
-
・
（圏
点
、 :-
一一者
）。
と
あ
る
。
東
北
学
院
大
学
論
集
人
間
・
言
語
・
情
報
第
98
号
l29
れ
る
。
因
み
に
、
陳
は
原
名
を
一培
、
ま
た
「陶
遺
」
に
作
る
（「中
国
近
現
代
人
名
大
辞
典
」、
中
国
国
際
広
播
出
版
杜
、
1
9
8
9
年
）。
な
お
馮
自
由
「中
華
民
国
開
国
前
革
命
史
（一
）」
（「変
節
党
員
之
末
路
」）
に
も
、
「同
時
劉
光
漢
・
何
股
振
夫
婦
及
汪
公
権
三
人
亦
受
端
方
厚
賄
-
陥
害
同
志
張
恭
・
陳
陶
恰
、
大
動
長
江
沿
岸
党
員
公
憤
-
」と
あ
り
、
こ
の
陳
一陶
怡
逮
捕
が
、
「張
恭
之
獄
」と
と
も
に
、
劉
ら
の
密
使
に
よ
る
も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
た
事
が
、一親
え
る
。
章
炳
-a
は
、
一
九
〇
八
年
五
月
、
孫
一一一讓
あ
て
一M
:一
輸
-l
で
、
劉
師
培
と
の
い
さ
か
い
を
輯
停
す
る
よ
う
依
額
し
て
い
た
。
即
ち
、
自
今
歳
三
月
後
、
識
人
交
構
、
莫
能
自
主
、
時
吐
話
一議
、
棄
好
崇
仇
、
一
二
交
游
、
為
之
識
解
、
終
勿
能
済
、
先
生
於
彼
、
則
父
執
也
。
幸
被
一
函
、
勧
其
弗
争
意
気
、
勉
治
経
術
、
以
啓
後
生
、
与
購
動
力
支
持
残
局
、
度
一割
生
必
能
如
命
:
-
・
と
あ
る
。
ま
た
、
孫
伯
醉
（「あ
る
中
国
人
の
回
想
」、
東
京
美
術
、
1
9
6
9
年
、
P
ln
）は
、
「そ
れ
か
ら
ま
た
、
到
師
培
と
章
太
炎
は
な
ん
回
も
け
ん
か
し
た
ん
で
す
。
そ
の
け
ん
か
は
学
間
上
の
け
ん
か
で
す
か
、
何
か
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
ね
、
」と
述
べ
て
い
る
。
或
い
は
、
坂
本
の
い
う
よ
う
に
、
一
九
〇
八
年
;l-
に
、
章
が
再
び
劃
と
同
居
す
る
こ
と
も
、
あ
り
え
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
第
三
章
0
a0
た
だ
し
、
記
者
の
按
語
は
、
後
年
（1
9
l
0
年
）
の
反
章
キ
ャ
ン
べ
I
ン
の
一
環
と
し
て
、
変
節
漢
劉
師
培
に
事
を
託
そ
う
と
し
た
章
に
対
す
る
a
-（l
任
追
求
を
主
意
と
し
て
い
る
。
b
）
e
l ）前
文
に
「偶
得
抄
本
劃
師
培
与
端
方
書
。
據
曾
見
原
本
者
云
、
原
本
申
叔
手
-l
白
紙
上
:
:
:
」
と
あ
る
。
l32-
前
掲
、
「建
国
月
刊
」
所
収
、
高
良
佐
「論
劉
師
培
与
端
方
-l
」、
P
4
。
aa
前
注
（9
）
参
照
。
a4-
-
n一天
石
・
王
学
荘
は
、
前
引
「n一-太
炎
与
端
方
関
係
考
析
」に
お
い
て
、
「通
封
自
首
一u
是
一
九
三
四
年
偶
然
発
現
的
、
姓
有
関
線
索
判
断
、
它
- 33 -
劉
師
培
変
節
間
題
の
再
検
討
東
北
学
院
大
学
論
集
人
間
・
言
語
・
情
報
第
98
号
一
一
四
是
従
端
方
家
中
流
般
出
来
的
」と
述
べ
、
実
一
質
的
な
考
証
ぬ
き
で
、
「劉
師
培
与
端
方
一 :一」を
英
と
決
め
っ
け
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
彼
等
は
、
恐
ら
く
こ
の
論
文
執
筆
の
段
階
で
は
、「一車
炳
麟
与
測
師
培
及
何
一一益一五對
」と
そ
も
そ
も
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
た
「劉
師
培
致
黄
興
密
」
を
検
索
で
き
て
い
な
か
っ
た
為
（同
密
翰
は
、
前
引
楊
天
石
「（民
報
〉
的
続
刊
及
其
争
論
」で
初
め
て
紹
介
引
用
さ
れ
た
）、
章
の
劉
・
何
あ
て
五
通
の
-9
翰
の
一一想
性
を
要
付
け
る
最
も
有
力
な
証
拠
と
し
て
、
こ
の
「劉
師
培
与
端
方
密
」に
全
面
的
に
依
拠
す
る
よ
り
他
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
'
．
〇
（35-（30
外
務
省
保
管
記
録
「民
報
関
係
雑
一無
」
所
収
、
「革
^一w-一一一構
一殺
未
遂
事
件
頭
末
」
（乙
秘
第
一
五
二
八
号
、
1
9
0
8
年
12
月
14
日
）。
